
Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュ
ボード

このセクションでは、次の点について説明します。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード（1ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードは、デバイス、アプリケーション、エンド
ポイントに関する情報を統合して提供します。これらのダッシュボードを使用して、次のこと

ができます。

• 1つのインターフェイスを使用して、ユーザのすべてのエンドポイントを監視します。

•すべてのエンドポイント用のサービスエクスペリエンスを決定します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

すべてのエンドポイントのコール品質を決定します。

ダッシュボードにデータを追加するには、次のタスクを実行する必要があります。

•デバイスを検出します

•会議をインポートする（会議関連のダッシュボードの場合）

•デバイスをポーリングする

[Cisco Prime Collaboration Assurance]ページの [ナビゲーションの切り替え（Toggle Navigation）]

アイコン をクリックすると、ダッシュレットとレポートのリストが表示されます。左上の

ピンアイコンをクリックすると、左側のペインの表示/非表示を切り替えることができます。
同じメニューで、インデックスを表示したり、お気に入りを設定したり、検索オプションを使

用したりすることもできます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
1



ブラックリボンフレーム上にある Cisco Prime Collaboration Assuranceの完全なタイトルを表示
するには、コンピュータの画面解像度を変更する必要があります。[インデックス（Index）]の
左上のペインにある [トグル（Toggle）]ピンボタンをクリックして、タイトルを表示します。

（注）

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボードの説明が示されています。

Prime Collaboration Assuranceの導入説明ダッシュボード

Prime Collaboration Assurance AdvancedCisco Unified CMお
よび VCSクラスタ
の概要を提供しま

す。

OpsView（[監視（Monitor）]> [シ
ステムビュー（System View）]>
[OpsView]）

Prime Collaboration Assurance Advancedセッションおよび

アラームに関する

情報。

サービスエクスペリエンス（[監
視（Monitor）]>[システムビュー
（System View）]> [サービスエ
クスペリエンス（Service
Experience）]）

Prime Collaboration Assurance Advanced管理デバイスに関

する情報です。

アラーム（[監視（Monitor）]>
[システムビュー（System
View）]> [アラーム（Alarm）]）

Prime Collaboration Assurance Advanced各管理対象デバイ

スの重要なパ

フォーマンスメト

リックについて詳

細情報を提供しま

す。

パフォーマンス（[監視
（Monitor）]> [システムビュー
（System View）]> [パフォーマン
ス（Performance）]）

Prime Collaboration Contact Center
Assurance

CUIC、Finesse、
MediaSense、CVP、
UCCEなどの
Contact Centerコン
ポーネントに関す

る情報です。

Contact Centerトポロジ（[監視
（Monitor）]> [システムビュー
（System View）]> [Contact
Centerトポロジ（Contact Center
Topology）]）

Prime Collaboration Assurance Advancedエンドポイントと

その使用率、会議

デバイス、ライセ

ンスの使用状況に

関する情報です。

使用率モニタ（[監視
（Monitor）]> [使用率モニタ
（Utilization Monitor）]）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合
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Cisco Prime Collaboration
Deployment

説明ダッシュボード

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

Cisco Unified CMおよびVCSクラス
タの概要を提供します。

OpsView[ネットワーク正常
性の概要（Network Health
Overview）] > [OpsView]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

サービス品質に関する情報です。コール品質

([ネットワーク正常性の概
要（Network Health
Overview）] > [コール品質
（Call Quality）]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

アラームの概要に関する情報です。アラーム[ネットワーク正常
性の概要（Network Health
Overview）] > [アラーム
（Alarm）]）

Cisco Prime Collaboration
Assurance Advanced

各管理対象デバイスの重要なパ

フォーマンスメトリックについて詳

細情報を提供します。

[パフォーマンス
（Performance）][ネット
ワーク正常性の概要

（Network Health
Overview）] > [パフォーマ
ンス（Performance）]）

Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assurance

Unified Contact Centerトポロジ
ビューに関する情報です。

Contact Centerトポロジ
（[ネットワーク正常性の概
要（Network Health
Overview）] > [Contact
Centerトポロジ（Contact
Center Topology）]）

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、インベントリに関する情

報。

顧客の概要（[監視
（Monitor）]> [シス
テムビュー

（System View）]>
[顧客の概要
（Customer
Summary）]）
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クラスタノード、コールおよびセッション制御デバイス、リージョン

の概要、および会議デバイスに関する情報。

CTXデバイスが管理されていない場合、ダッシュレットにデー
タは追加されません。

（注）

TelePresence
Exchange（[監視
（Monitor）]> [シス
テムビュー

（System View）]>
[Telepresence
Exchange]）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、

インベントリに関する情報。

カスタマーサマリ[ネットワーク正常性の概要
（Network Health Overview）] > [カスタマー
サマリ（Customer Summary）]）

クラスタノード、会議の制御デバイス、地域

の概要、会議デバイスに関する情報です。

TelePresence Exchange[ネットワーク正常性の
概要（Network Health Overview）] >
[TelePresence Exchange]）

カスタマーサマリダッシュボードを使用すると、エンドポイントやインフラストラクチャデ

バイスの詳細情報、および特定のカスタマーのネットワークの論理的なトップレベルビューを

確認できます。これにより、前述の表に記載されている、個々の顧客用のその他のダッシュ

ボードが開きます。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceの Enterpriseダッシュボード（保持しているライセンス
に応じたサービスエクスペリエンス、アラーム、Contact Centerトポロジ、使用状況モニ
タ）は、デフォルトでは、グローバル顧客選択フィールドを介してコンテンツをフィルタ

リングすることはありません。

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceの Enterpriseダッシュボード（保持しているライセンス
に応じたコール品質、アラーム、Contact Centerトポロジ）は、デフォルトでは、グローバ
ル顧客選択フィールドを介してコンテンツをフィルタリングすることはありません。

•グローバル選択で別の顧客を選択するとユーザインターフェイスが更新され、ホームペー
ジには [カスタマーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードが表示されます。

•顧客を変更するには、[カスタマーサマリ（Customer Summary）]ダッシュボードで顧客名
をクリックする必要があります。

（注）

データは、チャートまたは表形式で表示できます。デフォルトでは、レポートはインタラク

ティブなグラフとして表示されます。つまり、データをクリックすると、関連付けられている
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ページが起動します。表形式でレポートを表示すると、CSV形式でデータをエクスポートでき
ます。

このダッシュボードでは、次のデータを表示できます。

• 1日 - 00:00:00時間から現在の時刻までのデータが収集されます。

• 1週間 - 00:00:00時間から開始した、当日を含む過去 7日間のデータが収集されます。

• 4週間 - 00:00:00時間から開始した、当日を含む過去 28日間のデータが収集されます。

すべてのページで表示される時間は、Cisco Prime Collaboration
Assuranceサーバの時間です。

（注）

Ops View
ホームページの Opsビューまたはクラスタビュー（[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [OpsView]）では、システムで使用可能な Cisco Unified CMおよび VCSク
ラスタに関する概要レベルの情報を確認できます。導入モードに基づいて、システム内のすべ

てのクラスタ、または特定の顧客のクラスタについての詳細を表示できます。Opsビューに
は、ハードエンドポイントおよびソフトエンドポイントの未登録数が個別のエンティティと

して表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Opsビューまたはクラスタビューはホームページに表示されます（[ネットワーク正常性の概
要（Network Health Overview）] > [OpsView]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

また、[Opsビュー（OpsView）]タブには、Unified Communications Managerクラスタに接続さ
れている SIPトランクの詳細も表示されます。

前提条件：

•クラスタデータをOpsビューに表示するには、クラスタをCisco Prime Collaboration Assurance
で検出する必要があります。

•ユーザは、システム内に 1つ以上の Cisco Unified CMまたは VCSクラスタが存在するド
メインまたは顧客に関連付けられている必要があります。ただし、globaladminユーザはす
べてのドメインにアクセスできるため、これには該当しません。

• CUCMの syslogレシーバとして、Cisco Prime Assuranceサーバを追加します。これによ
り、Opsビューが動的に更新され、クラスタ内のトランクステータスの変更が反映されま
す。
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Opsビューに何も表示されていない場合は、『Cisco Prime Collaboration Assurance and Analytics
インストールおよびアップグレードガイド』の「Prime Collaboration Assuranceを使用する前

に」のセクションにある注意事項を参照してください。

（注）

クラスタの詳細を参照するには、[ツリーマップ（Treemap）]ビューまたは [リスト（List）]
ビューを使用します。

リストビューを使用する場合ツリーマップビューを使用する場合

障害の概要と、[深刻（Critical）]、[重大
（Major）]、[やや重大（Minor）]、[警告
（Warning）]のアラームを分割して表示しま
す。[合計アラーム数（Total alarms count）]を
クリックすると、[アラームとイベント（Alarms
& Events）]ページで、[アラーム（Alarm）]
ブラウザをブラウザ起動できます。

障害の概要と、[深刻（Critical）]、[重大
（Major）]、[やや重大（Minor）]、[警告
（Warning）]のアラームを分割して表示しま
す。[合計アラーム数（Total alarms count）]リ
ンクをクリックすると、[アラームとイベント
（Alarms & Events）]ページで、[アラーム
（Alarm）]ブラウザを起動できます。

Opsビューに表示される合計アラー
ム数には、クラスタノード上で生成

されたアラームだけでなく、個々の

デバイスで生成されたアラーム

（Cisco Unified CMまたは VCSクラ
スタに関連付けられている場合）も

含まれています。

（注）

各デバイスタイプの登録済み、未登録のハー

ドエンドポイントまたはソフトクライアン

ト、バックアップに登録されている、不明の

電話数が表示されます。エンドポイントの電

話数をクリックすると、[エンドポイントの診
断（Endpoints Diagnostics）]ページが起動され
ます。他のすべてのデバイスタイプ（メディ

アリソース、ボイスメールポート、MGCP
ゲートウェイ）の電話数をクリックすると、

そのデバイスタイプでフィルタリングされた

すべてのデバイスが含まれる [接続デバイス
（Connected Devices）]タブが起動されます。

CTIポートとCTIルートポイントのデバイス
タイプはデフォルトで表示されます。

クラスタ内のすべての異なるタイプのデバイ

ス（電話機、メディアリソース（ハードウェ

アおよびソフトウェア）、MGCPゲートウェ
イ（各ポートを含む）、CTIルートポイント、
CTIポート、ボイスメールポートなど）の登
録情報（登録済み、未登録のハードエンドポ

イントまたはソフトクライアント、バックアッ

プに登録されている、不明のエンドポイント

数）が表示されます。

エンドポイントの登録ステータス数をクリッ

クすると、[エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページが起動されます。他のデ
バイスタイプの登録ステータス数をクリック

すると、そのデバイスタイプでフィルタリン

グされたすべてのデバイスが含まれる [接続デ
バイス（Connected Devices）]タブが起動され
ます。
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リストビューを使用する場合ツリーマップビューを使用する場合

クラスタ名をクリックして、そのクラスタの

[概要（Summary）]ビューを起動します。
クラスタ名をクリックして、そのクラスタの

[概要（Summary）]ビューを起動します。

• [ツリーマップ（Treemap）]ビューに表示されるデータは、システムで使用可能なコンポー
ネントによって異なります。ただし、アラームに関する情報は、すべてのクラスタについ

て表示されます。

•ツリーマップビューまたはリストビューで VCSクラスタをクリックすると、[トポロジ
（Topology）]ページのみが起動されます。サマリー、デバイスプール別のエンドポイン
ト、接続されたデバイス、ルートパターンの概要、およびデバイス検索タブは、Ciscoの
ユニファイド CMクラスタにのみ適用されます。

• 10以上のクラスタが導入されている場合は、ツリーマップビューに各クラスタのタイト
ルリンクが表示されます。

（注）

ツリーマップビューでは、アラームの詳細についてはアラームコンポーネント、登録ステー

タス情報についてはデバイスタイプコンポーネントをクリックすることによって、上記の詳

細を簡易ビューで表示することもできます。

ツリーマップビューは 2分ごとに自動で更新されます。自動更新機能を無効にするには、ツ
リーマップビューの右上隅にある [自動更新（Auto Refresh）]チェックボックスをオフにしま
す。

ツリーマップビューのカラーコード：

ツリーマップビューでは、クラスタ内のデバイスタイプとアラームが次の重大度のカテゴリ

に基づいて分類されます。
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上の
深刻なアラームがありま

す。

または

•未登録のハードエンドポ
イントが 10%以上ありま
す。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが「No
Service」状態です。

赤色が表示されてい

る時は、Opsビュー
にハードおよびソフ

トの未登録のエンド

ポイントカウントが

個別に表示されま

す。

（注）

赤クリティカル
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上重
大なアラームがありま

す。

または

•未登録のハードエンドポ
イントが 10%未満です。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが「Partial
Service」状態であり、
「No Service」状態の
Unified Communications
Manager SIPトランクはあ
りません。

オレンジ色が表示さ

れている時は、Ops
ビューにハードおよ

びソフトの未登録の

エンドポイントカウ

ントが個別に表示さ

れます。

（注）

オレンジメジャー
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意味表示される色重大度

•クラスタ内に 1つ以上の
やや重大または警告のア

ラームがあります。

または

• BackUp状態の登録済みデ
バイスがあります。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

少なくとも 1つの Unified
Communications Manager
SIPトランクが
「UNKNOWN-Options Ping
Enabled」状態で、「No
Service」状態、「Partial
Service」状態の Unified
Communications Manager
SIPトランクがありませ
ん。

黄やや重大/警告
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意味表示される色重大度

•深刻、重大、やや重大の
いずれのアラームもあり

ません。

または

•すべてのデバイスが登録
済みまたは不明な状態で

す。

または

• Cisco Prime Collaboration
リリース 11.6以降の場合

完全なサービス状態のす

べての Unified
Communications Manager
SIPトランクが「Full
Service」状態です。

または

•クラスタに対して、
Unified Communications
Manager SIPトランクが 1
つも定義されていませ

ん。

グリーン通常

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Unified Communications Managerクラスタに関連付けられている SIPトランクの場合、リスト
ビューには、以下の状態を表すカラム名が表示されます。

• [サービスなし（No Service）]

• [部分的なサービス（Partial Service）]

• UNKNOWN-Options Ping Enabled

• [完全なサービス（Full Service）]

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：Opsビューにクラスタが表示されない

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。
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•クラスタが検出されており、Cisco Unified CMがインベントリ管理で管理状態になっ
ている

•クラスタの CDT検出が完了しており、インベントリ管理に表示されている

•エンドポイントの診断にすべてのエンドポイントが表示されている

2. 問題：登録ステータスに正しいカウントが表示されない

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• CDT検出によってカウント情報が更新されている

• CDT検出が正常に完了していない場合は、CDTの検出をもう一度トリガーする必要
がある

• Cisco Unified CMが有効になっており、syslogが Cisco Prime Collaboration Assuranceに
送信されている

3. 問題：UCM SIPトランクのリーフの色が想定どおりに変更されない。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

•トランクステータスの変更は Cisco Prime Collaboration Assuranceへの syslog更新とし
て提供されるため、CUCMで Prime Collaboration Assuranceが syslogの受信者として追
加されているかどうかを確認します。

•もう 1つの回避策は、CUCMを再検出することです。

4. 問題：globaladminユーザが [OpsViewダッシュレット（OpsView Dashlets）]ページを表示
できないことがある。

推奨処置：次のスクリプトを実行します。

新しいスクリプト opsview_globaladmin.shが作成されます。

推奨されるパス：スクリプトをパス /opt/emms/emsam/binに保存します。

概要（Summary）

[概要（Summary）]タブには、クラスタ内にある各Unified CMノードのシステム使用率に関す
るステータスが表示されます。

次のようなダッシュレットがあります。

•概要（Summary）

•コールプロセッサの正常性に関する概要

•アラームの概要

•登録の概要

•ライセンスの概要
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概要（Summary）

高レベルなクラスタ情報や、設定済みのH323、MGCPゲートウェイ、SIPトランク、デバイス
プールの数など、クラスタ間の詳細を提供します。

また、クラスタバージョン、データベースレプリケーションステータス、クラスタ内のUnified
CMノードの数を確認することもできます。クラスタ内にある Unified CMノードの直近 24時
間のコールアクティビティグラフを表示するには、[クラスタコールアクティビティ（Cluster
Call Activity）]をクリックします。

コールプロセッサの正常性に関する概要

現在の時間とピーク時の CPU使用率、仮想メモリ使用量、ディスク使用量、コールの試行回
数または完了数に関する情報を提供します。選択した Unified CMノードで直近 24時間のコー
ルアクティビティグラフを表示するには、[コールvアクティビティ（Call Activity）]をクリッ
クします。選択したクラスタタイプで、システムの概要ダッシュボードが付いた [パフォーマ
ンス（Performance）]タブを起動するには、CPU使用率、VM使用率、またはディスク使用率
の値をクリックします。

また、Cisco Unified CMクラスタの長期的なコールアクティビティの傾向を表示することもで
きます。これを表示するには、1つ以上のクラスタノード選択し、[トレンド（Trend）]のド
ロップダウンリストから [コールアクティビティ（Call Activity）]を選択します。

IM & Presenceに適用されないフィールドは、[N/A]として表示されます。（注）

アラームの概要

Cisco Prime Collaboration Assuranceが管理するすべてのクラスタの不具合で、高レベルな概要
を提供します。[合計（Total）]列のアラームデータをクリックすると、[アラームとイベント
（Alarms & Events）]ページの Alarmブラウザへとクロス起動できます。

登録の概要

電話機、メディアリソース（ハードウェアとソフトウェア）、MGCPゲートウェイ（各ポー
トを含む）、CTIルートポイント、CTIポート、クラスタ内の音声メールポートの登録ステー
タスに関する情報を提供します。

エンドポイントについて、次の情報が表示されます。

•登録されているエンドポイントの数

•バックアップに登録されているエンドポイントの数

•未登録エンドポイントの数

•不明または拒否されたエンドポイント数

上記の登録ステータスでそれぞれのエンドポイントデータをクリックすると、そのデバイス

タイプに [接続されているデバイス（Connected Devices）]タブが起動します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
13

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード

概要（Summary）



ライセンスの概要

Cisco Unified CMクラスタのライセンス情報を提供します。バージョン 9.0以降の場合は、[こ
こをクリックしてCUWLライセンスの詳細を表示（Click here for CUWL License Details）]リ
ンクをクリックすると、Cisco Prime License Managerのログインページが起動します。

バージョン 9.0以前の場合は、ライセンスタイプ、認可済みユニット、使用ユニット、残りの
ユニットなどのライセンス情報を取得して表示します。

デバイスプール別のエンドポイント

[デバイスプール別のエンドポイント（Endpoint by Device Pool）]タブには、デバイスプール
レベルでクラスタの電話の概要が示されます。

次の情報を表示します。

•このデバイスプールに設定されたエンドポイントの数

•登録されているエンドポイントの数

•バックアップに登録されているエンドポイントの数

•未登録エンドポイントの数

•不明または拒否された状態のエンドポイント数

•サービス品質のエンドポイントとイベント。

前述のいずれかの登録ステータスのエンドポイントデータをクリックすると、[エンドポイン
トの診断（Endpoint Diagnostics）] ページへの相互起動ができます。

[SQに関する問題（SQ Issues）]列でエンドポイントデータをクリックすると、[影響を受ける
電話のレポート（Impacted Phones Report）]ページが開きます。このページには、音声品質の
問題によって影響を受けるデバイスプール内のすべての電話が一覧表示されます。

[SQに関する問題（SQ Issues）]列のイベント数リンクは、[SQアラートレポート（SQ Alert
Report）]ページを開きます。このページには、クラスタ内の特定のデバイスプールで発生し
たイベントの詳細が一覧表示されます。

•デバイスプール名に表示されるのは、そのデバイスプールに対して [電話未登録しきい値
超過（Phones Unregistered Threshold Exceeded）]または [サービス品質しきい値超過]アラー
ムが発生したかどうかのフラグです。

• [SQに関する問題（SQ Issues）]カラムのエンドポイントとイベントの数は、過去 4時間分
のみ表示されます。

（注）
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トポロジ - Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco TelePresence Video
Communication Serverクラスタ

クラスタトポロジには、次のクラスタの論理的なトップレベルビューが表示されます。

• Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）

• Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）

クラスタトポロジビューは次の操作に使用できます。

• Unified CMまたは VCSに登録されているデバイス、それらのデバイスのステータス、お
よびクラスタ内のデバイスの登録ステータスを確認する。

•アラームを確認し、個々のデバイスやクラスタレベルでアラームに対処する。

•データベースのレプリケーションステータスを確認する。

•クラスタ内のデバイスを検索する。

前提条件

•すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要
があります。

• Unified CMパブリッシャが管理対象状態になっている必要があります。

• VCSクラスタがOpsビュー（現在の名称は [ネットワークの正常性の概要（Network Health
Overview）]）に表示されるようにするには、VCSでクラスタ名（VCSの FQDN）を設定
する必要があります。

•トポロジには、パブリック IPアドレスと DNS名だけが表示されます。（注）

Unified CMまたは VCSクラスタトポロジへのアクセス

Cisco Unified CMトポロジビューにアクセスするには、次のオプションを選択します。 [モニ
タ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [OpsView]。Unified CMクラスタ名をク
リックし、[トポロジ（Topology）] タブに移動します。

Cisco VCSのトポロジビューにアクセスするには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [OpsView]。VCSクラスタをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Cisco Unified CMトポロジビューにアクセスするには、次のオプションを選択します。 [ネッ
トワーク正常性の概要（Network Health Overview）] > [OpsView]。Unified CMクラスタ名を
クリックし、[トポロジ（Topology）] タブに移動します。
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Cisco VCSのトポロジビューにアクセスするには、 [ネットワーク正常性の概要（Network
Health Overview）] > [OpsView]。VCSクラスタをクリックします。

[トポロジ（Topology）]タブは、Unified CMまたは VCSのデバイス 360ビューからも表示で
きます。デバイス 360ビューで、クラスタ IDの値をクリックします。そのクラスタの [クラス
タビュー（Cluster View）]ページが開きます。ここで [トポロジ（Topology）] をクリックする
と、トポロジビューが開きます。

クラスタトポロジ -コンポーネント

Unified CMまたはVCSクラスタについて、次のコンポーネントまたは詳細が表示されます（該
当する場合）。

VCSクラスタUnified CM Cluster

クラスタ名クラスタ名

VCSUnified CM

エンドポイントエンドポイント

Cisco TelePresence Management Suite（TMS）不明なデバイス

Cisco TelePresence Conductorアプリケーションサーバ

Cisco TelePresence Serverゲートウェイ（H323、MGCP、および SIP）

Ciscoマルチポイントコントロールユニット

-Cisco TelePresence Manager

-Cisco IM and Presence

-Cisco TelePresence Conductor

-Cisco TelePresence Server

-Ciscoマルチポイントコントロールユニット

-Cisco Unity Connection

-Cisco Unified Border Element

-Cisco TelePresence Multipoint Switch

-Cisco Unified MeetingPlace

-Cisco Unified MeetingPlace Express

-Cisco MediaSense

-Cisco Unified Customer Voice Portal

-Cisco Emergency Responder
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VCSクラスタUnified CM Cluster

-Cisco Unity Express

-Cisco Unified Contact Center Express

-Cisco Unified Contact Center Enterprise

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

Unified CMまたはVCSクラスタでは、Cisco TelePresence Manager、Cisco TelePresence Multipoint
Switch、および Cisco Unified MeetingPlace Expressは表示されません。

（注）

クラスタ間トランク（ICT）の上にマウスポインタを置くと、ツールチップに次の情報が表示
されます。

•ソース

•ゲートキーパーの IP

•ターゲット

•プロトコル

•トランク名

ICTアイコンをクリックすると、ICTクラスタのトポロジビューが開きます。Internet Explorer
バージョン 11を使用している場合は、ICTアイコンをクリックするとブラウザが最新の情報
に更新されるため、Unified CMトポロジの起動に少し時間がかかります。

ドメインやカスタマーにクラスタを表示する特権がない場合、ICTクラスタのトポロジビュー
は表示されません。

（注）

次の間のリンクステータスが表示されます。

• Unified CMクラスタ：Unified CMと、MGCP、ボイスメールポート（SCCPを使用する
Cisco Unity Connection）、メディアデバイス、CTIポート、および CTIルートポイント

• VCSクラスタ：VCSと、MCUおよび Cisco TelePresence Server

リンクの上にマウスポインタを置くと、ツールチップにリンクのステータスが表示されます。

デバイスとUnified CM間のリンクがダウンしている場合は、リンクをクリックして [登録済み
デバイス（Registered Devices）]タブを開くことができます。デバイスの一覧が自動的にフィ
ルタ処理され、[登録ステータス（Registration Status）]が [未登録（Unregistered）]のデバイス
が表示されます。他のデバイスの登録ステータスを表示するには、[登録ステータス（Registration
Status）]フィールドにフィルタを適用します。
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リンクに警告アイコンまたは重大アイコンが表示された場合は、次のような状況を示していま

す。

•警告アイコン：登録ステータスまたはリンクステータスがダウンしています。

•重大アイコン：登録ステータスとリンクステータスの両方がダウンしています。

クラスタ内の情報を表示

クラスタから、次の情報を確認できます。

表示オプション

次のいずれかを選択して表示できます。

•デバイスの IPアドレスまたは DNSを選択するか、使用可能なドロップダウンリストから
選択して両方のラベルを非表示にします。デフォルトでは、DNSが表示されます。ラベル
を非表示にしても、Inter Cluster Trunkや管理されていなおエンドポイントのラベルは非表
示になりません。

•すべてのデバイスまたはアラーム付きのデバイス（[アラーム付きのデバイスを表示（Show
Devices with Alarms）]チェックボックスを選択）のみが対象です。これはクラウド内のデ
バイスのみに適用され、Unified CMまたは VCSノード、Inter Cluster Trunk（ICT）、
[Unmanaged Devices]グループには適用されません。

•使用可能なドロップダウンから選択することで、[Distributed]、[Hierarchic[、[Circular]レイ
アウトにマップをクラスタ化します。デフォルトでは、ページには [Circular]レイアウト
が表示されます。

以前に使用したブラウザからクラスタビューを起動すると、上記の表示オプションが維持され

ます。

グループに 50個以上のデバイスがある場合、デフォルトでは、折りたたまれた形式で表示さ
れます。デバイスを表示するには、展開する必要があります。

デフォルトでは、ページは 2分ごとに更新されます。

クラスタ内のエンドポイント

クラスタの一部とされるすべてのエンドポイントは、1つのグループとして表示されます。グ
ループアイコンにポインタを合わせると、ツールヒントには次の情報が表示されます。

•合計エンドポイント数

•登録済みのエンドポイント

•未登録のエンドポイント（ハードおよびソフト）

•不明なエンドポイント
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エンドポイントグループのクリックビューアイコンをクリックし、カウントをクリックする

と、選択したエンドポイントで情報がフィルタリングされた [エンドポイントの診断（Endpoint
Diagnostics）]ページが起動します。

クラスタ内で管理されていないデバイスの一覧

[Unmanaged]グループアイコンをクリックすることで、クラスタ内の管理されていないデバイ
スの一覧を表示できます。[Unmanaged Devices]ポップアップウィンドウが表示されます。
[Unmanaged Devices]テーブルには、デバイスの IPアドレス/ホスト名、タイプ（デバイスタイ
プ）、情報へのリンクが表示されます。[Quick Filter]または [Advanced Filter]を使用して、デ
バイスを検索することができます。

[Unmanaged Devices]ページでは、デバイスを追加または検出できます。およびインベントリ管
理からデバイスを検出するには、[デバイスの追加（Add Device）]ボタンをクリックします。

デバイスの詳細

デバイスにカーソルを合わせると、そのデバイスの IPアドレス、ホスト名、ステータス、機
能が表示されます。[デバイス 360（Device 360）]ビューを起動するには、デバイスアイコン
をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerクラスタのデータベースレプリケーションステータス

緑のタイマーアイコンは、クラスタ内のCisco Unified Communications Manager間のデータベー
スレプリケーションが正常に行われたことを示します。赤色のバツ印は、クラスタ内の Cisco
Unified Communications Manager間のデータベースレプリケーションでエラーがあることを示
します。この機能は、Unified CMのみに適用されます。

アラームの詳細

デバイスまたはクラスタでアラームが発生すると、デバイスの横にアラームアイコンが表示さ

れます。アラームが発生すると、アラームが解消または手動で消去されるまで、トポロジビュー

に表示されたままになります。

デバイスのアラームを表示するには、デバイスをクリックし、[デバイス 360度（Device 360
degree）]ビューのポップアップウィンドウを表示させることで、ウィンドウ下のペインにあ
る [アラーム（Alarm）]タブにアラームが一覧表示されます。

クラスタレベルのアラームを表示するには、クラスタクラウドでアラームアイコンをクリッ

クします。[クラスタアラーム（Cluster Alarm）]ポップアップウィンドウが表示されます。
[アラームの詳細（Alarm Details）]をクリックし、[アラームとイベント（Alarms & Events）]
とクロス起動させます。アラームは、クラスタに基づきフィルタリングされます。

[概要（Summary）]タブに移動することもできます（[OpsView]を選択してクラスタをクリッ
ク）。[アラームの概要（Alarm Summary）]ダッシュレットで、クラスタの[合計（Total）]列
の値をクリックします。[アラームとイベント（Alarms & Events）]ページが表示されます。ア
ラームは、クラスタに基づきフィルタリングされます。

クラスタレベルのアラームは、Unified CMクラスタのみに使用できます。
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情報アラームは表示されません。

デバイスアイコンは、次の条件ではグレー表示されます。

•デバイスが、および [インベントリ管理（Inventory Management）]

でデバイスが到達不能な状態にある場合。

•デバイスで、deviceunreachableアラームが発生する。

（注）

[デバイスの検索]

デバイスは、[トポロジ表示（Topology View）]ペインの検索ボックスを使用して、ホスト名や
IPアドレス別に検索できます。検索クエリと一致するデバイスは、ボックスとともに強調表示
され、中央に移動されます。検索クエリが2台以上のデバイスと一致する場合、これらすべて
のデバイスはボックスで強調表示されます。

検索したデバイスが、50台のデバイスを含むグループの一部である場合は、次のようになりま
す。

•グループが以前に展開されていない場合は、グループ全体が強調表示されます。グループ
の拡張後に強調表示されているデバイスを表示するには、グループを展開する必要があり

ます。

•グループが以前に展開されている場合は、グループはデフォルトで展開され、デバイスが
強調表示されます。

電話機の検索はサポートされていません。（注）

接続済みデバイス

[接続済みデバイス（Connected Devices）]タブは、デバイスタイプ、登録ステータス、IPフィ
ルタに基づき、デバイス検索の実行に役立ちます。

[パフォーマンス（Performance）]

[パフォーマンス（Performance）]タブには、Opsビューで選択した Unified CM Publisherノー
ドに基づき、定義済みのダッシュボードが表示されます。[クラスタまたはデバイス（Cluster
or Device）]ドロップダウンリストから他のクラスタノードを選択することはできません。ま
た、カスタムパフォーマンスダッシュボードを作成することもできます。

作成したカスタムダッシュボードでは、履歴トレンドを有効にできます。カスタムパフォー

マンスダッシュボードの作成を参照してください。
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ルートパターンの概要

ルートパターンの概要には、各ルートグループの使用率とコール音量に関する情報が表示され

ます。また、クラスタで設定されたルートリストまたはゲートウェイも表示されます。

ルートグループ名のリンクをクリックすると、[レポート（Report）]ポップアップウィンド
ウが表示されます。このウィンドウには、選択したルートグループの使用率、コール音量、

チャネルの使用状況が表示されます。

（注）

次の情報を確認できます。

•ルートリストまたはゲートウェイ

•ルートグループに関連付けられたルートパターン

デバイスの検索

[デバイスの検索（Device Search）]タブでは、選択したUnified CM内のデバイスを検索できま
す。詳細については、セクションUnified CMデバイスの検索を参照してください。

エンドポイント登録の概要

ネットワークにあるすべてのエンドポイントに関するステータスの概要を示します。E20、電
話機、などのハードエンドポイントや、ソフトクライアント（Cisco Unified Personal
Communicator、Cisco IP Communicator、iPhone、Android、Cisco Jabber、Client Services Framework
（CSF））、Jabberのエンドポイントなどの概要を個別に表示できます。

前提条件

•すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要
があります。

•クラスタを Cisco Prime Collaboration Assuranceで検出する必要があります。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

前提条件

•クラスタを Cisco Prime Collaboration Assuranceで検出する必要があります。

このダッシュボードでは、要約を、円グラフまたはテーブルとして表示します。これは、次の

モードのエンドポイントに関する情報を提供します。

•未登録—Cisco Unified Communications ManagerおよびVCSに登録されていないエンドポイ
ントです。赤で表示されます。[Unregistered from UCM]に表示される数には、Energy Save
モードのデバイスが含まれます。
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•登録済み—Cisco Unified CMおよび Cisco VCSに登録されているエンドポイントです。緑
で表示されます。「[Registered Hard Phones]」で表示される数には、Cisco TelePresenceの
エンドポイントが含まれています。

• [Unknown]：不明状態（エンドポイントの登録ステータスが不明）のエンドポイント。灰
色で表示されます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

円グラフをクリックすると、次のページへのリンクを含む [Endpoint Health Troubleshooting]ウィ
ンドウが表示されます。

•エンドポイントの診断

• Phone Report

• UCM Troubleshoot

• VCS Troubleshoot

UCトポロジビュー、診断の概要ビュー、エンドポイントの登録概要ダッシュレットに表示さ
れる電話機の数は同期されます。同期には最大 10分の遅延が生じます。必要に応じて、クラ
スタ検出をスケジュールし、手動で同期をトリガーできます。クラスタ検出では、すべての電

話機の登録ステータスも再同期されます。クラスタ検出が手動でスケジュールされていない場

合は、夜間のクラスタ検出の一部として同期が実行されます。

可用性の概要

Unified Communicationsデバイスグループの下に一覧表示されているデバイスの最新データを
提供します。

可用性の概要ダッシュレットは、Cisco Prime Collaboration Assuranceの各デバイスタイプでサ
ポートされている重大なイベントのサブセットを追跡し、デバイスを Downとして表示しま
す。イベントの一覧を表示するには、「サービス可用性の概要イベント」を参照してくださ

い。イベントの説明とデバイスタイプについては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceでサ
ポートされているアラームとイベント」を参照してください。

X軸はアプリケーション数を表示します。Y軸はアプリケーションタイプを表示します。

緑はアクティブなアプリケーションを示します。赤は、アプリケーションがダウンであること

を示します。

バーをクリックしてポップアップを開くと、ページへのリンクが表示されます。クラスタ

ビューとアラームブラウザです。

このダッシュレットでは、Cisco Prime Collaboration Assuranceにデバイスが追加されていない
場合、データは一切表示されません。

（注）
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サービスエクスペリエンス/コール品質
サービスエクスペリエンスダッシュボードは、コール品質アラーム、コール品質が不十分な

場所、アラームを伴うセッション、コールに失敗した場所など、最も影響を受けている

TelePresenceエンドポイントの特定に役立ちます。

次のダッシュレットが含まれています。

• Top 5 Poor Voice Call Quality Locations

• Top 5 Call Failure Locations

• Top 10 TelePresence Endpoints with Call Quality Alarms

•アラーム付きの会議

コール品質ダッシュレットには、デバイスの場所がデバイスに割り当てられているデバイス

プールの場所と異なる場合、間違った情報が表示されます。デバイスとデバイスプールレベ

ルが同じ場所に設定されていることを確認します。デバイスの場所をシステムの場所のいずれ

か（Hub_None、Phantom、または Shadow）に設定した場合、[場所（Location）]フィールドに
は、デバイスで設定されている場所ではなく、デバイスプールで設定されている場所が表示さ

れます。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

サービスエクスペリエンスダッシュボードは、コール品質に名前変更されました。

Top 5 Poor Voice Call Quality Locations

直近 1時間のコール品質が最も乏しかった上位 5つの場所に関する情報を提供します。直近 1
時間よりも前のコールデータは、[Assuranceレポート（Assurance Reports）]の下にある [CDR
と CMRレポート（CDR & CMR）]レポートから確認できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

直近 1時間のコール品質が最も乏しかった上位 5つの場所に関する情報を提供します。直近 1
時間よりも前のコールデータは、[レポート（Reports）]の下にある [CDRと CMRレポート
（CDR & CMR）]レポートから確認できます。

X軸はロケーションを示します。Y軸は低品質コールの数を示します。Z軸には、低品質コー
ルのパーセンテージがバブルで表示されます。ロケーションで失敗したコールのパーセンテー

ジが 0.5未満の場合、そのロケーションは無視されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceを Enterpriseモードで導入した場合、Top 5 Poor Voice Call
Qualityレポートには、グローバル選択のドロップダウン（ホームページの右上）で選択した特
定のドメインに関連付けられるデータが含まれます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Top 5 Poor Voice Call Quality
Locationsレポートには、お客様の名前や、特定のお客様に関連付けられているデータ（[ホー
ム（Home）] > [お客様の概要（Customer Summary）]の順に選択）が含まれます。
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このダッシュレットには、Cisco TelePresenceコールの詳細は含まれていません。（注）

次の詳細を表示するには、Z軸のバブルをクリックします。

•クラスタ

• Poor calls

• Total calls

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

[トラブルシュート（Troubleshoot）]をクリックして、[コール品質のトラブルシューティング
（Call Quality Troubleshooting）]ページを開きます。[Call Quality Trend]ペインには、ロケー
ションごとに過去 24時間の低品質コールが表示されます。[影響を受けたデバイス（Impacted
Devices）]ペインには、特定の時間にコールに関与したデバイスが表示されます。[コールの詳
細（Call Details）]ペインを開くには、[影響を受けたデバイス（Impacted Devices）]ペインの
任意のバーをクリックします。

コールの詳細を表示するには、電話機のアクセススイッチを監視するか、CDPネイバー探索
を使用して電話機から検出する必要があります。

（注）

Top 5 Call Failure Locations

直近 1時間に最も多くのコールエラーが発生した上位 5つの場所を表示します。Cisco Prime
Collaboration Assuranceは、一定の間隔で利用可能な CDRデータを集約し、このダッシュレッ
トで表示します。

Cisco Prime Collaboration Assuranceに追加される Cisco Unified Communications Managerクラス
タを考慮した、上位 5つの場所が選択されます。たとえば、Cisco Prime Collaboration Assurance
で 3つの Cisco Unified Communications Managerクラスタが追加され、各クラスタには 30か所
の場所がある場合、これら 90か所のなかから上位 5つの場所が選択されます。

コールの障害が発生しているロケーションが5件未満の場合は、そのロケーションだけが表示
されます。ロケーションで失敗したコールのパーセンテージが0.5未満の場合、そのロケーショ
ンは無視されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをEnterpriseモードで導入した場合、Top 5 Call Failure Locations
レポートには、グローバル選択のドロップダウン（ホームページの右上）で選択した特定のド

メインに関連付けられるデータが含まれます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで導入した場合、Top 5 Call Failure Locations
レポートには、お客様の名前や、特定のお客様に関連付けられているデータ（[ホーム（Home）]
> [お客様の概要（Customer Summary）]の順に選択）が含まれます。

Z軸のバブルをクリックすると、次の詳細を表示できます。
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•クラスタ

• Failed Calls

•合計コール数

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

[トラブルシュート（Troubleshoot）]をクリックして、[コール失敗のトラブルシューティング
（Call Failure Troubleshooting）]ページを開きます。

Top 10 TelePresence Endpoints with Call Quality Alarms

コール品質アラーム（パケット損失、ジッタ、遅延用）のある上位 10個のエンドポイントを
表示します。

アラームデータをクリックすると、[アラーム（Alarm）]ページが起動します。

アラーム付きの会議

アラームが付いた進行中の会議数を表示します。

このダッシュレットから、[360会議ビュー（360 Conference View）]を起動することができま
す。

アラームダッシュボード

アラームダッシュボードは、アラームのある最も影響が大きいテレプレゼンスエンドポイン

ト、アラームのあるデバイス、およびインフラストラクチャアラームの概要を確認するために

役立ちます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

アラームダッシュボードは、アラームのある最も影響が大きいテレプレゼンスエンドポイン

ト、アラームのあるデバイス、およびデバイスアラームの概要を確認するために役立ちます。

次のダッシュレットが含まれています。

Top 10 TelePresence Endpoints with Alarms

アラームのある上位 10個の TelePresenceエンドポイントを表示します。棒グラフをクリック
すると、すべての重大なアラームカウントの概要が示されたクイックビューを開くことがで

きます。アラームカウントには重大度 Clearedのアラームが含まれます。

アラーム数の合計をクリックすると、Alarmブラウザでクロス起動させ、アラームの詳細を表
示できます。エンドポイントおよびサービスインフラストラクチャデバイスのグラフを表示

できます。
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Top 10 Devices with Alarms

アラームのある上位 10台のデバイスを表示します。棒グラフをクリックすると、すべての重
大なアラームカウントの概要が示されたクイックビューを開くことができます。アラームカ

ウントには、重大度がクリアされたアラームが含まれます。

アラーム数の合計をクリックすると、Alarmブラウザでクロス起動させ、アラームの詳細を表
示できます。エンドポイントおよびサービスインフラストラクチャデバイスのグラフを表示

できます。

およびインベントリ管理を起動し、エンドポイントまたはサービスインフラストラクチャのい

ずれかのリンクをクリックして、デバイスの詳細を表示できます。

クラスタは、デバイスとして扱われないため、このダッシュレットに表示されません。（注）

インフラストラクチャアラームの概要/デバイスアラームの概要

アラームの有無にかかわらずインフラストラクチャデバイスの数を表示します。また、アラー

ムの重大度に基づいて、デバイスの数を表示することもできます。

合計デバイスデータをクリックして、[デバイスインベントリ（Device Inventory）]ページを
起動できます。[Alarms and Events]ページを表示するには、アラームのデータデバイスもク
リックできます。

デフォルトでは、情報は円グラフで表示されます。ユーザインターフェイスが更新されると、

円グラフが更新されます。この表示は表に変更できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

[インフラストラクチャアラームの概要（Infrastructure Alarm Summary）]ダッシュレットの名
前が [デバイスアラームの概要（Device Alarm Summary）]に変更されます。

（注）

使用率モニタ

[使用率の監視（Utilization Monitor）][監視（Monitor）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）]
使用率モニタ（[操作（Operate）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）]または [モニタ
（Monitor）][使用率の監視（Utilization Monitor）]の順に移動）ページには、トランクの使用
率、トランク/ルートグループの使用率、ロケーションによるCACバンド幅の使用率、会議デ
バイス、およびコンダクタブリッジプールの使用率、

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、ゲートウェイの管理で SNMPv2cおよび SNMPv3をサ
ポートしています。ただし、Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、SNMPv3を使用したパ
フォーマンスポーリング（GSU）はサポートされていません。

（注）
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トランク使用率

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高いトランクに関する情報を提供します。

使用率、関連付けられているゲートウェイ IPと名前、関連付けられたルートグループの詳細
を確認できます。

CCisco Prime Collaboration Assuranceでは、SIPトランクの最大キャパシティを設定できます。
[SIPトランクのキャパシティ設定（SIP Trunks Capacity Settings）]リンクをクリックし、[SIP
トランクの最大キャパシティ（SIP Trunk Max Capacity）]タブで Border Elementのゲートウェ
イを選択し、Border Elementの IPを選択します。SIPトランクを通過できる最大コール数を指
定します。

[SIPトランクのキャパシティ設定（SIP Trunks Capacity Settings）]リンクにアクセスするには、
管理者権限が必要です。

（注）

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、HSRP対応デバイスはサポートされていません。（注）

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceにある、さまざまなタイプの SIPトランクの
使用率レポートに関する概要が示されています。

表 1 : SIPトランクタイプの使用率レポート

使用率レポートSIPトランクのタイプ

サポートデータソース

提供されています。これらト

ランクは、クラスタ間トラン

クが Unified Communications
Managerの場合はデータを表示
させず、データを正しく表示

する必要がある場合は、これ

らのトランクをボイスゲート

ウェイに関連付けさせます。

CDRクラスタ間トランク
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使用率レポートSIPトランクのタイプ

AvailableCUBEを直接ポーリングCisco Unified Border Element
（CUBE）に接続したSIPトラ
ンク

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

UCM SIPトランク（これらの
トランクはサービスプロバイ

ダーによって提供されるので

はなくEnterprise管理者が作成
します）たとえば、ICTや
Trunk to Webexなどです。

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

CUBEに接続していない SIP
トランク（たとえば、ACME）
です。

Cisco Integrated Services Routers（ISR）および Cisco ISR G2は必要な SNMPツールを提供する
プラットフォームではないため、T1/E1 Channel Associated Signaling（CAS）トランクの使用率
を監視することはできません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified Border Element（CUBE）に接続している
SIPトランクの使用率のみをサポートします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Unified
Communications Managerで設定された SIPトランクの使用率はサポートしません。

（注）

T1/E1トランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高い T1/E1トランクに関する情報を提供します。

使用率、関連付けられているゲートウェイ IPと名前、関連付けられたルートグループの詳細
を確認できます。

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、HSRP対応デバイスはサポートされていません。（注）

Cisco Integrated Services Routers（ISR）および Cisco ISR G2は必要な SNMPツールを提供する
プラットフォームではないため、T1/E1 Channel Associated Signaling（CAS）トランクの使用率
を監視することはできません。

（注）

CUBE SIPトランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

チャネル使用に関して、使用率が最も高い SIPトランクに関する情報を提供します。

SIPトランクの使用率、最大同時コールのデフォルト値、Cisco Unified Border Element（CUBE）
で設定されている最大同時コールの値、ならびに関連付けられている CUBE IPの詳細が表示
されます。

[最大同時コール数（キューブで設定）]列には、CUBEのダイヤルピアレベルで設定した最
大コール数が含まれます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、CUBEが接続した SIPトランクの最大同時コール数を
設定できます。[SIPトランク（SIP Trunk）]ページで、設定するSIPトランクに対応するチェッ
クボックスをオンにします。[最大同時コール数の設定（Set Max Concurrent Call）ボタンを
クリックし、Cisco Prime Collaboration Assuranceの SIPトランクを通過できる最大同時コール
数を指定します。

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたSIPトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが
表示されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインタフェイスで、[使用率モニタ（Utilization
Monitor）]ページから[監視（Monitor）] > [使用率モニタ（Utilization Monitor）] > [CUBE SIP
トランク（CUBE SIP Trunk）] タブへと移動すると、セッションサーバグループ設定の
CUBE SIPトランクを表示できます。
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[CUBE SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]ページで、サーバグループ設定に対応するチェッ
クボックスをオンにし、[Raise/Suppress]ボタンを有効にします。デフォルトでは、アラームは
[Raise]状態になっています。この状態は、変更した場合のみ更新されます。

[Alarm Status]列は、アラームを高めることができるどうかを示します。

次の表には、Cisco Prime Collaboration Assuranceにある、さまざまなタイプの SIPトランクの
使用率レポートに関する概要が示されています。

表 2 : SIPトランクタイプの使用率レポート

使用率レポートSIPトランクのタイプ

サポートデータソース

提供されています。これらト

ランクは、クラスタ間トラン

クが Unified Communications
Managerの場合はデータを表示
させず、データを正しく表示

する必要がある場合は、これ

らのトランクをボイスゲート

ウェイに関連付けさせます。

CDRクラスタ間トランク

AvailableCUBEを直接ポーリングCisco Unified Border Element
（CUBE）に接続したSIPトラ
ンク

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

UCM SIPトランク（これらの
トランクはサービスプロバイ

ダーによって提供されるので

はなくEnterprise管理者が作成
します）たとえば、ICTや
Trunk to Webexなどです。

該当なし。RTMTパフォーマ
ンスダッシュボードのみで、

指定時間のコールボリューム

を確認することができます。

RTMT UCM SIPパフォーマン
スカウンタ

CUBEに接続していない SIP
トランク（たとえば、ACME）
です。
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Cisco Prime Collaboration Assuranceは、Cisco Unified Border Element（CUBE）に接続している
SIPトランクの使用率のみをサポートします。Cisco Prime Collaboration Assuranceは、[UCM SIP
Trunk]ページで Unified Communications Managerに設定されている SIPトランクの使用率をサ
ポートします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、CUBEが接続したSIPトランクと、Unified Communications
Managerで設定した SIPトランクの両方の使用率をサポートします。

（注）

SIPトランクの最大同時コール数のデフォルト値を変更

スーパー管理者、システム管理者、ネットワークオペレータは、キューブが接続したSIPトラ
ンクの最大同時コール数のデフォルト値を設定することができます。

前提条件：このタスクを実行するには rootアクセス機能が必要です。そのため、rootアクセス
権を取得するために TACケースを送信する必要があります。

SIPトランクの最大同時コール数のデフォルト値を設定するには、次の手順に従います。

1. rootユーザとしてログインします。

2. /opt/emms/cuom/gpfフォルダに移動して、gpf.propertiesファイルを編集します。

3. および SipTrunkMaxCapacity=100列を見つけて、値を「100」から目的の数値に変更しま
す。

4. 管理者ユーザでログインして Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバを再起動させ、次
のコマンドを実行します。

1. <hostname>/admin#application stop cpcm

2. <hostname>/admin#application start cpcm

UCM SIPトランク

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

Unified Communications Managerクラスタに接続しているすべての SIPトランクに関する情報を
提供します。

[UCM SIPトランク（UCM SIP Trunk）]が、タブとして [使用率の監視（Utilization Monitor）]
ページに追加されました。 [監視（Monitor）] > [使用率の監視（Utilization Monitor）] > [UCM
SIPトランク（CUBE SIP Trunk）]の [Cisco Prime Collaboration Assuranceユーザインターフェ
イス（Cisco Prime Collaboration Assurance User Interface）]

SIPトランクの使用率（音声およびビデオの最大コール数やアクティブコールの合計数）、最
大同時コール酢のデフォルト値、SIPトランクのステータス、フラグが表示されます。
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[使用率（Utilization）]列には、音声コールとビデオコールの両方の使用率に関する詳細が含ま
れます。

（注）

説明ステータス

SIPトランクがクラスタ内の1つのノード上で
実行されています。

シングル

SIPトランクがクラスタ内の複数のノード上で
実行されています。

マルチ

SIPトランクがクラスタ内の全てのノード上で
実行されています。

すべてのノード上で実行

[Single]または [Multiple]ステータスの SIPトランクでは、特定の SIPトランクを [SIPトランク
名（SIP Trunk Name）]列から展開すると、リモート先に関する情報や、各ノードの音声およ
びビデオのコールステータスなどの情報を含む、その他のテーブルを表示することができま

す。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、複数の SIPトランクの音声またはビデオで最大同時
コール数を設定できます。[SIPトランク（SIP Trunk）]ページで、設定する SIPトランクに対
応するチェックボックスをオンにします。[最大同時コール数（Max Concurrent Call）ボタン
をクリックし、Cisco Prime Collaboration Assuranceの SIPトランクを通過できる最大同時コー
ル数を指定します。[Audio Max Calls]および [Video Max Calls]列は、入力した値で設定されま
す。[最大同時コール数（Max Concurrent Call）]オプションを使用して音声およびビデオの最
大コール数値を設定しなかった場合、Unified Communications Managerのデフォルト値を使用し
て 2つの列が追加されます。

• [OpsView]タブでは、[UCM SIPトランク（UCM SIP Trunks）]ページにクロス起動するこ
ともできます。

• UCM SIPトランクは、MSPモードではサポートされていません。

（注）

ルートグループの使用率

チャネル使用について、最も利用されるルートグループの情報を提供します。

また、使用率や関連するクラスタの詳細を表示することもできます。[使用率（Utilization）]列
のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロットされたルートグループの

使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示されています。
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ルートグループを選択すると、[関連付けられているゲートウェイ/トランク（Associated
Gateways/Trunks）]テーブルを表示できます。この表には、トランク、ゲートウェイ名、ゲー
トウェイ IPに関する情報が含まれています。[保存（Save）]をクリックして、選択したトラン
クをルートグループに追加します。

トランクがルートグループに関連付けられている場合でも、ポーリングが実行されないと、

[データがありません（No Data Available）]エラーが表示されます。
（注）

[使用率（Utilization）]列には、ルートグループに対してトランクを選択しなかった場合、「[ト
ランクが選択されていません（Trunks Not Selected）]」メッセージが表示されます。

（注）

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、ルートグループの集計を計算することができます。
[ルートグループの集計設定（Route Group Aggregation Settings）]リンクをクリックし、[トラ
ンクの使用設定（Trunk Utilization Settings）]ページで [ルートグループ集計（Route Group
Aggregation）]タブをクリックします。Unified Communication System（UCS）クラスタ、ルー
トグループの順に選択し、指定したルートグループに属するトランクを選択します。

[ルートグループの集計設定（Route Group Aggregation Settings）]リンクにアクセスするには、
管理者権限が必要です。

（注）

Cisco Unified Border Element（CUBE）に POTSダイヤルピアや T1/E1音声インターフェイスが
設定されている場合でも、[トランクの使用設定（Trunk Utilization Settings）]の下にある [ゲー
トウェイ（Gatewa）]フィールドには値が表示されず、CUBEとして識別されるに
は、/opt/emms/emsam/conf/cube_ip.txtファイルに IOS IPアドレスを入力します。

トラブルシューティング

問題 :正しいルートグループが表示されません。

推奨事項：ルートグループが Unified Communication Managerのルートリストに関連付けられ
ていることを確認し、再検出します。

トランクグループの使用率

チャネル使用に関して、使用率が最も高いトランクグループに関する情報を提供します。
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トランクグループのポーリングが行われない場合、[使用可能なデータがありません（No Data
Available）]というエラーメッセージが表示されます。

（注）

ユーザ定義のトランクグループを作成できます。[トランクグループ設定（Trunk Group
Settings）]リンクをクリックし、[トランク使用率の設定（Trunk Utilization Settings）]ページ
で、[カスタムトランクグループの管理（Custom Trunk Group Management）]タブをクリックし
ます。トランクを選択し、[新規グループの追加（Add New Group）]ボタンをクリックします。
[新規グループ（New Group）]ダイアログボックスが表示されます。詳細を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。グループが正常に作成されたことを知らせるメッセージが表示
されます。ユーザが定義した既存のトランクグループに他のデバイスを追加するには、[グルー
プに追加（AddtoGroup）]ボタンをクリックします。ユーザが定義したすべてのグループは、
ユーザインターフェイスの左側にある [カスタムトランクグループ（Custom Trunk Group）]
ペインに一覧表示されます。[カスタムトランクグループ（Custom Trunk Group）]の下にある
検索フィールドを使用して、ユーザ定義のトランクグループを検索することができます。ユー

ザが定義したこれらのトランクグループが、使用率の高い上位 10個のトランクグループであ
る場合、それらの使用情報は、[トランク（Trunk）]の下にあるダッシュレットに表示されま
す。

[トランクグループ設定（Trunk Group Settings）]リンクにアクセスするには、管理者権限が必
要です。

（注）

[使用率（Utilization）]列のパーセンテージリンクをクリックすると、時間に対してプロット
されたトランクの使用率がグラフで表示されます。最後のポーリングサイクルのデータが表示

されています。

4分間の各インターバルに対するX軸座標にカーソルを配置すると、パーセンテージとして使
用率を表示するポップアップを表示できます。トランクまたはルートの使用率を表示する詳細

なパフォーマンスグラフを開くには、グラフのポイントをクリックするか、X軸座標に対応す
るチャネル使用率バーをクリックします。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

[ルートグループの使用率（Route Group Utilization）]ページと [トランクグループの使用率
（Trunk Group Utilization）]ページの両方では Unified Communications Manager SIPトランクも
一覧表示され、ルートグループとトランクグループの両方の使用率を計算します。

（注）

Location CAC帯域幅の使用状況

帯域幅の使用率が最も高くなるの場所についての情報を提供します。

場所の名前、関連付けられているクラスタ、最大帯域幅、使用率、および失敗したコールの数

の詳細を表示できます。
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[コール失敗（Calls Failed）]列の [失敗したコール（Failed Calls）]アイコンをクリックして、
[リソース不足の場所（Location Out of Resource）]パフォーマンスグラフを起動してください。

デフォルトでは、失敗したコールの数に基づいてテーブルがソートされます。

最大帯域幅の値が [無制限（Unlimited）]または [なし（None）]に設定されている場合、ポー
リングは行われず、テーブルにデータは表示されません。

データは 4分ごとにポーリングされます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでのロケーションのポーリングは、ロケーション帯域幅マ
ネージャサービスが有効になっている Unified CMノードから実行されます。ロケーション帯
域幅マネージャは、任意の Unified CMサブスクライバ上で実行されるか、またはクラスタ内
の専用 Unified CMサーバ上で、スタンドアロンサービスとして実行されます。クラスタ内の
拡張ロケーション CACを有効にするには、各クラスタで少なくとも 1つのロケーション帯域
幅マネージャのインスタンスが実行されている必要があります。

Cisco Unified Communications Managerで、Use Video Bandwidth for ImmersiveパラメータをTrue
に設定すると、Cisco Prime Collaboration Assuranceはイマーシブカウンタをポーリングしない
ため、イマーシブ帯域幅のテーブルにデータが表示されません。

（注）

会議デバイス

ネットワーク内の会議デバイスを表示します。

次の詳細情報を表示できます。

• [Status]：デバイスが正常であるか、一時停止されているか、またはエラーを含んでいるか
を表示します。ステータスアイコンをクリックして、[Alarmブラウザ]を起動できます。

このアイコンは、重要なサービスインフラストラクチャ、到達不能、またはアクセス不能

なアラームがある場合に表示されます。

• [Name]および [IP Address]：ブラウザで起動するには、デバイス名または IPアドレスをク
リックできます。

次の情報を表示するには、[Name]列の上にマウスポインタを置き、クイックビューアイ
コンをクリックします。

•メディア処理エンジン、コール制御プロセス、会議マネージャ、セキュリティキー交
換。

•オーディオロード、ビデオロード、メディアロード、使用中のビデオポート、バッ
テリステータス、温度ステータス、および電圧ステータス（MCUに関してのみ）

• CPUおよびメモリの使用率。

•デバイスタイプ

•使用したビデオポート
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•使用した音声ポート

• Master Conductor

Click the utilization value of [ビデオポート（Video Ports）]または [使用されているオーディオ
ポート（Audio Ports Used）]列の使用状況お値をクリックすると、[ビデオポートの使用状況の
詳細（Detailed Video Port Utilization）]または [オーディオポートの使用状況の詳細（Detailed
Audio Port Utilization）]グラフが開きます。表示するデータとして、パーセント単位の使用率、
使用率の絶対値、または両方（[すべて（All）] をクリック）を選択できます。また、スライ
ダを使用して短い時間間隔（1分間など）を選択して、その時間内の実際のデータを確認する
こともできます。この情報を使用すると、使用状況に応じてポートの数を増やすことができま

す。

使用状況は、デバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで初めて管理対象状態になった時
点から表示されます。たとえば、デフォルトではグラフに5日間のデータを表示できますが、
デバイスが 4日間しか管理対象状態になっていない場合は、4日間のデータが表示されます。

Conductor Bridge Poolの使用率

ネットワーク内のコンダクタプールごとに、会議ブリッジの累積使用状況に関する情報を提供

します。

次の詳細情報を表示できます。

• [ステータス（Status）]：各コンダクタプールに関連付けられている会議ブリッジのステー
タスに基づいて、コンダクタプールのステータスを表示します。ステータスアイコンを

クリックすると、アラームブラウザをクロス起動して、コンダクタプール内の会議ブリッ

ジの個々のステータスを確認できます。

• [プール名（Pool name）]：プール名をクリックすると、デバイスウィンドウを個別のブラ
ウザでクロス起動できます。

• [使用されているビデオポート（Video Ports Used）]：[ビデオポート/スクリーンライセン
スの使用状況（Video Ports/Screen License Utilization）]列の使用状況の値をクリックする
と、[ビデオポートコンダクタの使用状況の詳細（Detailed Video Port Conductor Utilization）]
グラフが開きます。使用状況は、パーセンテージまたは絶対値で表示するように選択でき

ます。また、スライダを使用して短い時間間隔（1分間など）を選択して、その時間内の
実際のデータを確認することもできます。この情報を使用すると、使用状況に応じてポー

トの数を増やすことができます。使用状況は、デバイスがCisco Prime CollaborationAssurance
で初めて管理対象状態になった時点から表示されます。たとえば、グラフではデフォルト

で 7日間のデータを表示できます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、Cisco TelePresence
Conductorのスクリーンライセンスモードだけがサポートされま
す。

（注）

• Conference Bridge Type
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• Conductor Name

使用状況モニタを表示するには、コンダクタプールに少なくとも1つの会議ブリッジが存在し
ている必要があります。

（注）

TelePresenceエンドポイント

このダッシュボードを使用して、No Showエンドポイント、最も一般的に使用された、および
使用頻度の低い TelePresenceエンドポイントとエンドポイントモデルを識別できます。

IP電話とソフトウェアクライアントの詳細は、TelePresence使用率レポートには含まれませ
ん。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1 SP2以降の場合

Telepresenceエンドポイントの前提条件

Telepresenceエンドポイントには、次のものが必要です。

• Unified CMおよび Cisco VCSは、Managed状態にある必要があります。

• MCUなどのエンドポイントとコントローラは、Managed状態にある必要があります。

•デバイスの可視性を「Full Visibility」状態に設定します。

• JTAPIが Unified Communications Managerで設定されている必要があります。Unified
Communications Managerで JTAPIを有効にする方法については、「Cisco Prime Collaboration
Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceサーバが、Cisco VCSでフィードバックサーバとして
登録されている必要があります。

•会議の診断と音声電話機能の模擬テストを正しく実行するには、Cisco Prime Collaboration
Assurance Service Pack 1バンドルを適用する前に、CUCMがリストされているバージョン
であることを確認してください。詳細については、12.1 Service Pack 1の『Cisco Prime
Collaboration Assuranceでサポートされているデバイス』を参照してください。

次のダッシュレットが含まれています。

Top 10 Utilized TelePresence Endpoints

ネットワークの使用率が高い上位 10個のエンドポイントを表示します。

グラフは、期間、または会議別に表示できます。

•時間別—使用時間ごとの使用率です。たとえば、使用率が 0.634時間と表示されている場
合、エンドポイントはおよそ 38分間使用されていたことになります（0.634 x 60）。
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•会議別：使用率が会議の数で示されています。ここでは、完了した会議のみが対象です。
会議の数が 1の場合、x軸の値は 10進数で表示されます（0.2、0.4など）。会議の数が 2
以上の場合、x軸の値は絶対数（1、2、3など）で表示されます。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントの All Conference Summaryレポートを開
くことができます。

Top 10 Utilized TelePresence Endpoint Models

特定のエンドポイントモデルに基づいて使用率を表示します。

次のデータを表示できます。

• [For a day]：最大使用率は 10時間です。したがって、1日の使用時間が 120分であれば、
1日の使用率は 20%（（120/（10*60））*100）となります。

• [For a week]：最大使用率は 50時間です。したがって、1週間の使用時間が 1500分であれ
ば、1週間の使用率は 50%（（1500/（50*60））*100）となります。

• [For four weeks]：最大使用率は 200時間です。したがって、1か月の使用時間が 10800分
であれば、1か月の使用率は 90%（（10800/（200*60））*100）となります。

棒グラフをクリックして、選択されたエンドポイントモデルの [Endpoint Utilization Report]を
起動できます。

Top 10 No Show TelePresence Endpoints

スケジュール設定された会議に参加しなかった、上位 10個のエンドポイントを表示します。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントのNo Show Conference Summaryレポート
を開くことができます。

Least 10 Utilized TelePresence Endpoints

ネットワークの使用率が低い下位 10個のエンドポイントを表示します。

グラフは、期間、または会議別に表示できます。

•時間別—使用時間ごとの使用率です。たとえば、使用率が 0.634時間と表示されている場
合、エンドポイントはおよそ 38分間使用されていたことになります（0.634 * 60）。

使用率がゼロの場合、棒グラフには表示されません。このデータを表示するには、表形式

を起動する必要があります。

•会議別：使用率が会議の数で示されています。ここでは、完了した会議のみが対象です。
会議の数が 1の場合、x軸の値は 10進数で表示されます（0.2、0.4など）。会議の数が 2
以上の場合、x軸の値は絶対数（1、2、3など）で表示されます。

棒グラフをクリックすると、選択したエンドポイントの All Conference Summaryレポートを開
くことができます。
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Least 10 Utilized TelePresence Endpoint Models

特定のエンドポイントモデルに基づいて使用率を表示します。使用率がゼロの場合、棒グラフ

には表示されません。このデータを表示するには、表形式を起動する必要があります。

次のデータを表示できます。

• [For a day]：最大使用率は 10時間です。したがって、1日の使用時間が 120分であれば、
1日の使用率は 20%（（120/（10*60））*100）となります。

• [For a week]：最大使用率は 50時間です。したがって、1週間の使用時間が 1500分であれ
ば、1週間の使用率は 50%（（1500/（50*60））*100）となります。

• [For four weeks]：最大使用率は 200時間です。したがって、1か月の使用時間が 10800分
であれば、1か月の使用率は 90%（（10800/（200*60））*100）となります。

棒グラフをクリックして、選択されたエンドポイントモデルの [Endpoint Utilization Report]を
起動できます。

TelePresence会議の数

進行中と完了した会議の数を表示します。チャートをクリックして、特定の会議で得られた、

Conference Detailレポートを起動します。

会議データは、2時間ごとに集計されます。たとえば、1日に 2回の会議のみが開かれたとし
ます。最初の会議は 01:00に開始して 03:00に終了し、2回目の会議は 02:20に開始して 05:50
に終了したとします。

データは次のように表示されます。

• 0:00—Zero

• 2:00—1：01:00から 03:00まで会議が進行中というデータが、0:00から 02:00の間に表示
されます。

• 4:00—2：01:00から 03:00の間に会議が完了、ならびに 02:20から 05:50まで会議が進行中
というデータが、02:00から 04:00の間に表示されます。

• 6:00—1：02:20から 05:50の間に会議が完了というデータが、04:00から 06:00の間に表示
されます。

• 8:00—Zero：06:00から08:00の間に会議は行われませんでした。

• 10:00—Zero

• 12:00—Zero

• ...

• 24:00—Zero：22:00から 24:00の間に会議は行われませんでした。

データは、チャートまたは表形式で表示されます。Excelシートにデータをエクスポートする
こともできます。
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ライセンスの使用状況（License Usage）

[ライセンスの使用状況（License Usage）]タブには、Prime License Manager（すべてのUCアプ
リケーションライセンスの使用状況）、VCS（VCSクラスタライセンスの使用状況）、Contact
Center Enterpriseライセンス（CCEライセンスの使用状況）に関するライセンス情報が表示さ
れます。次のポートレットが含まれています。

• Prime License Manager

• VCSライセンスの使用状況

• Customer Voice Portalライセンスの使用率（42ページ）

• Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況（43ページ）

Prime License Manager

音声のライセンス情報は、Prime License Managerライセンスの下に分類されています。この
ダッシュレットには、すべての Unified Communicationsアプリケーションライセンス（Cisco
Unified CMおよび Cisco Unity Connection）の使用状況が表示されます。ELMと Unified CMが
共存する場合は、Enterprise License Management Resource APIを手動でアクティブにする必要が
あります。リストについては、「Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイスのセットアッ
プ」と「Cisco Prime Collaboration Assuranceのデバイス設定」を参照してください。

次の詳細情報を表示できます。

• [ライセンスのタイプ（License Type）]：CUWLPremium、CUWLStandard、UCM Advanced
など、利用可能なさまざまなライセンスのタイプが表示されます。

• [製品の：ライセンスのタイプが属する製品タイプ。

• [ステータス（status）]：ライセンスのタイプのステータス。有効、違反、またはデモが表
示されます。

• [残り（Remaining）]：各ライセンスのタイプの使用可能なライセンス数または未使用のラ
イセンス数。

このダッシュレットは、毎晩の CDT検出が完了した後に、デフォルトで 1回設定されます。
このダッシュレットは、CDT検出のたびに更新されます。

トラブルシューティング

問題：Cisco Prime Collaboration Assurance 11.6では、Standalone Prime Licensing Manager（PLM）
が非 Ciscoデバイスとして表示されます。

推奨アクション：これは、PLMで SNMPコミュニティ文字列が設定されているときに発生す
る可能性があります。PLMを適切に検出するには、コミュニティ文字列が設定されていない
ことを確認します。設定されている場合は削除し、Cisco Prime Collaboration Assuranceで PLM
検出を続けます。基本的に、PCAは、PLMディスカバリ用の SNMPコミュニティ文字列設定
をサポートしていません。
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共存している PLMがすべて OS管理者ユーザを使用してライセンス情報を取得するわけでは
ありません。CUCMで作成されたユーザロールによって異なります。ほとんどの顧客導入環
境では、Web管理者はCLI/OS管理者に権限を割り当てられています。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、このユーザからライセンス情報を取得できます。

（注）

VCSライセンスの使用状況

すべての VCSクラスタ、クラスタ内の各 VCSサーバ、スタンドアロン VCSサーバ、Cisco
Expressway-Core、Cisco Collaboration EdgeまたはCore搭載のCisco Expressway-EdgeまたはVCS
ライセンスの使用状況が表示されます。Cisco Expressway-CoreおよびCisco Expressway-Edgeク
ラスタの場合、前回の再起動以降の最大コール数は [Expressway Peak Concurrent Video Calls]
列に表示されます。

最大コール数を表示するには、ライセンスをインストールする必要があります。VCSクラスタ
では、ライセンスがインストールされていないまたは値が 0の場合、最大コール数の列には
[N/A]と表示されます。

（注）

このダッシュレットは自動更新されません。現在のデータを取得するには、ダッシュレットを

更新する必要があります。

VCSバージョン7.0以降では、クラスタピアにインストール済みのトラバーサルまたは非トラ
バーサルコールライセンスは、クラスタ内の任意のピアで使用できます。バージョン 7.0以前
では、ライセンスはクラスタ間で共有されません。各ピアは、そのピアにインストール済みの

ライセンスのみを使用できます。

1つのピアにインストールできるライセンス数は、次のように、各VCSユニットの最大容量に
制限されています。

• 500回の非トラバーサルコール
• 100回のトラバーサルコール
• 2,500台の登録

登録ライセンスは、クラスタ間では共有されません。クラスタピアが使用できなくなった場合

は、そのピアにインストールされた共有可能なライセンスは、ピアへの接続をクラスタが失っ

た時から2週間の期間中、残りのクラスタピアにそのまま使用できます。これにより、クラス
タの全体的なライセンスキャパシティが維持されます。ただし、上記のとおり、各ピアはその

物理キャパシティによって引き続き制限されます。この2週間の期間が過ぎると、使用できな
いピアに関連付けられたライセンスがクラスタから削除されます。クラスタの容量を同じに維

持するには、ピアの問題を解決するか、新しいオプションキーをクラスタ内の別のピアにイン

ストールするかのいずれかを実行する必要があります。
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Customer Voice Portalライセンスの使用率

Customer Voice Portal（CVP）ライセンスの使用率は、Prime License Managerライセンスの下に
分類されます。このダッシュレットに CVPコールサーバのライセンスの使用率が表示されま
す。

前提条件：

•コールサーバ機能を備えた CVPは、インベントリ管理で管理対象状態になっている必要
があります。

• Contact Center Assurance Licenseが使用できる必要がある。

このダッシュレットには、ポーリングデータの時間間隔に基づいてエントリが表示されます。

デフォルトのポーリング間隔は 4分です。

このダッシュレットには、過去7日間のポーリングレコードの最新カウントが表示されます。

次の詳細情報を表示できます。

•デバイス：CVPコールサーバ

• [使用中のポート（Ports In Use）]：使用されているポートの数

• [利用可能なポート（Ports Available）]：利用可能なポートの数

• [要求されたポート（Ports Requested）]：要求されたポート数

• [拒否されたポート要求（Ports Requests Denied）]：拒否されたポート要求の数

Contact Center Assurance Licenseの有効期限が切れた場合、CVPライセンスのダッシュレットに
は、CVPコールサーバのライセンス使用状況が表示されません。この機能を継続して使用す
るには、必要な数の Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceの同時使用エージェント
ライセンスを購入する必要があります。ライセンスの詳細については、「ライセンスの管理」

の章を参照してください。

時間に対する列フィールドをプロットする各グラフを表示するには、列の下にある0以外の値
をクリックします。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題：CVPライセンスの使用率のダッシュレットに、「使用可能なデータがありません
（No Data Available）」と表示される。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• CVPデバイスは、[インベントリ管理（Inventory Management）]で管理対象状態になっ
ている必要があります。

• CVPデバイスには、コールサーバ機能が必要です。
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2. 問題：CVPライセンスの使用率のダッシュレットにエントリは表示されるが、ポート値が
0として表示される、または変動する。

推奨処置：CVPライセンスの使用率のダッシュレットでは、ポーリングデータの時間間隔
に基づいてエントリが表示されるため、ポート値は 0として表示されるか、変動します。

Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況

このダッシュレットには、Unified Contact Center Enterprise（(Unified CCE）ライセンスの使用状
況が表示されます。

前提条件：

• Unified CCE RouterまたはUnified CCE Peripheral Gatewayは、[インベントリ管理（Inventory
Management）]で管理対象状態になっている必要があります。

• Contact Center Assurance Licenseが使用できる必要がある。

このダッシュレットには、過去7日間のポーリングレコードの最新カウントが表示されます。

次の詳細情報を表示できます。

•デバイス -デバイス名

•機能 -ルータやペリフェラルゲートウェイなどのデバイスの機能

•ログオン済みのエージェント -現在ログオンしているエージェントの数

このダッシュレットには、ポーリングデータの時間間隔に基づいてエントリが表示されます。

デフォルトのポーリング間隔は 1分です。

Contact Center Assuranceライセンスの有効期限が切れると、Unified CCEライセンスダッシュ
レットは、Contact Center Enterpriseライセンスの使用状況を表示しません。この機能を継続し
て使用するには、必要な数の Cisco Prime Collaboration Contact Centerの同時エージェントライ
センスを購入する必要があります。ライセンスの詳細については、「ライセンスの管理」の章

を参照してください。

時間に対して列フィールドをプロットする各グラフを表示するには、[ログオン済みのエージェ
ント（Agents Logged On）]列で（0以外の）値をクリックします。

（注）

トラブルシューティング

1. 問題 : Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットに、「使用可能なデータがありませ
ん（No Data Available）」と表示されます。

推奨処置：次の条件が満たされていることを確認します。

• Unified CCEデバイスは、[インベントリ管理（Inventory Management）]で管理対象状
態になっている必要があります。
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• Unified CCEデバイスには、Unified CCE Routerまたは Unified CCE PG機能、あるいは
両方が必要です。

2. 問題：Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットにエントリは表示されますが、[ロ
グオン済みエージェント（Agents Logged On）]の値は 0として表示されるか、継続的に
変更します。

推奨処置：Unified CCEライセンス使用状況ダッシュレットは、ポーリングデータの間隔
に基づいたエントリを表示するため、[ログオン済みエージェント（Agents Logged On）]
には 0として表示されるか、値は継続的に変化します。

カスタマーサマリダッシュボード

カスタマーサマリダッシュボードを使用すると、エンドポイントやインフラストラクチャデ

バイスの詳細情報、および特定のカスタマーのネットワークの論理的なトップレベルビューを

確認できます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合は、Cisco Prime
Collaboration Assuranceホームページから次のダッシュボードを表示できます。

説明ダッシュボード

カスタマーごとのアラーム、エンドポイント、

インベントリに関する情報。

カスタマーサマリ

クラスタノード、コールおよびセッション制

御デバイス、リージョンの概要、および会議

デバイスに関する情報。

CTXデバイスが管理されていない場
合は、どのダッシュレットにもデー

タは読み込まれません。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前
の場合

TelePresence Exchange

カスタマーサマリダッシュボードは、アラーム、エンドポイント、会議アラーム、およびイ

ンベントリに関する情報を、カスタマーごとに集約して提供します。次のダッシュレットが含

まれています。
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説明ダッシュレット

カスタマーごとのアラームの一覧を、重大度に基づいて表示し

ます。各カスタマーレベルについて、重大度に基づく合計ア

ラーム数が示されます。次の詳細情報を表示できます。

•顧客

• Total

•重大

•やや重大

•比較的重大でない

•警告

アラームの概要

カスタマーごとのアラームの一覧を、重大度に基づいて表示し

ます。各カスタマーレベルについて、重大度に基づく合計ア

ラーム数が示されます。次の詳細情報を表示できます。

•顧客

• Total

• Managed

• Unmanaged

• Suspended

デバイスの概要

カスタマーごとに、各カテゴリのエンドポイントの一覧を、登

録ステータスに基づいて表示します。次の詳細情報を表示でき

ます。

•顧客

•合計：登録済み

•合計：未登録

•ハードエンドポイント：登録済み

•ハードエンドポイント：未登録

•ソフトクライアント：登録済み

•ソフトクライアント：未登録

エンドポイントの概要
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説明ダッシュレット

アラームで進行中の会議の数を表示します。次の詳細情報を表

示できます。

•会議構造

•会議タイプ

•監視された会議

• Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以前の場合

トラブルシューティングのステータス

•会議の議題

•スケジューラの所属組織

•開始時刻

アラームの会議

アクティブなサービス品質（SQ）イベントの概要と、影響を受
けるエンドポイントを表示します。過去 4時間のアクティブな
SQイベントデータと、影響を受けるエンドポイント数の概要
が表示されます。

音声コール品質イベントの概

要（Voice Call Quality Events
Summary）

Contact Center Assuranceダッシュボード
Cisco Prime Collaboration Contact Center Assuranceのパフォーマンスダッシュボードは、Cisco
Unified Intelligence Center（CUIC）、Finesse, MediaSense, Customer Voice Portal（CVP）、Unified
Contact Center Enterprise（Unified CCE）、Unified Contact Center Express（Unified CCX）、
Virtualized Voice Browserなどの Contact Centerのコンポーネントについてほぼリアルタイムの
情報を提供することによって、ネットワークの監視をサポートします。

Finesseについては、[System Summary]、[CPU and Memory]、[Disk Usage]、および [Process]ダッ
シュレットのみが表示されます。

CUIC、Finesse、およびMediaSenseデバイスに対してクラスタリングが設定されている場合、
ダッシュボードには、クラスタに属している関連デバイスのデータも表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開した場合、ダッシュボードを表示
するには、に移動します。[監視（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [パフォー
マンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選
択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選
択します。

Cisco Prime Collaboration AssuranceをMSPモードで展開した場合、ダッシュボードを表示する
には、[モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [カスタマーサマリ（Customer
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Summary）] に移動し、顧客名をクリックして、[パフォーマンス（Performance）]をクリック
します。[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選択し、[ダッシュ
ボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

エンタープライズモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、ダッ
シュボードを表示するには、次のページを参照してください。 [ネットワーク正常性の概要
（Network Health Overview）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロッ
プダウンリストから製品とクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウ
ンリストから必要なダッシュボードを選択します。

MSPモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、ダッシュボードを表
示するには、次のページを参照してください。 [ネットワーク正常性の概要（Network Health
Overview）] > [カスタマーサマリ（Customer Summary）]で、顧客の名前をクリックし、[パ
フォーマンス（Performance）]をクリックします。[クラスタ（Cluster）]ドロップダウンリス
トから製品とクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから
必要なダッシュボードを選択します。

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

エクスポートしたレポートの情報を表示するために、すべてのノードでクラスタを検出する必

要があります。ポーリングは、検出されたノードに対してのみ行われます。

（注）

Contact Center Assuranceトポロジダッシュボード

Cisco Prime Collaboration Assurance Advancedは、IPベースの Contact Centerの論理的なトップ
レベルビューを提供します。ここには、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理されるUnified
Contact Centerデバイスが簡潔なトポロジで表示されます。

Contact Centerのトポロジでは、IPベースの Contact Centerのデバイスセット全体を表示しま
す。これはプライマリデータセンターとみなされ（トポロジではサイド Aとして表示）、プ
ライベートおよびパブリッククラウドを介してセカンダリデータセンター（サイド Bとして
表示）に接続されます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開されている場合は、に移動しま
す。[監視（Monitor）] > [システムビュー（System View）] > [OpsView] > [Contact Centerト
ポロジ（Contact Center Topology）]。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

エンタープライズモードで Cisco Prime Collaboration Assuranceを導入している場合は、 [ネッ
トワーク正常性の概要（Network Health Overview）] > [Contact Centerトポロジ（Contact
Center Topology）]。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、ダッシュボードに
は、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理される、特定のカスタマーのすべてのデバイス
が表示されます。[Contact Center Topology]ページに移動するには、ホームページでカスタマー
をクリックします（[Customer Summary] > [Customer name]）。対象のカスタマーに対応するト
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ポロジを表示するには、[Contact Center Topology]をクリックします。デバイスに対する管理対
象の IPアドレスがトポロジビューに表示されます。

トポロジ内のクラウド（パブリックおよびプライベートクラウド）に対して、設定済みの対応

するインターフェイス情報が表示されます。

カウンタに対するパフォーマンスダッシュボードを新しいタブに表示するには、パフォーマン

スカウンタの名前または（トポロジで各デバイスアイコンの下に表示される）値をクリック

します。パフォーマンスダッシュボードの詳細については、「カスタムパフォーマンスダッ

シュボードの作成」を参照してください。

Contact Center Assuranceのトポロジは、Contact Center内のさまざまなデバイス間の関係に焦点
をあてます。デバイスにマウスポインタを合わせると、IPアドレスとホスト名の詳細が表示
されます。Contact Centerトポロジダッシュボードには次のデバイスが表示されます。

デバイスの一覧については、『Cisco Prime Collaboration Assuranceでサポートされているデバ
イス』を参照してください。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以降の場合

次の表に、Unified Contact Centerのデバイス間のリンクステータスを示します。

リンクステータスデバイス 2デバイス 1

はいVRU PGIPCC

はいエージェント PGIPCC

はいCVPコールサーバVRU PG

いいえVXMLゲートウェイCVP

はいCUCMエージェント PG

はいMedia SenseCUCM

はいFinesseエージェント PG

はいCUICAW/HDS

はいパブリッククラウドUCCEルータ

はいプライベートクラウドUCCEルータ

はいCTIUCCEルータ

はいCTIOSCTI

はいMR PGUCCEルータ

いいえCVP Reporting ServerVRU PG

いいえロガーUCCEルータ

はいAW/HDSUCCEルータ

いいえVirtualized Voice Browser（VVB）CVP
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Virtualized Voice Browser（VVB）がCVPバージョン 11.5以降と統合されている場合は、Contact
Center Assuranceトポロジ内の VVBデバイスを表示できます。

（注）

[Select Any Router]ドロップダウンリストから Contact Centerの導入用ルータペアを選択でき
ます。選択したルータペアに対するトポロジが表示されます。インベントリからルータを削除

すると、ドロップダウンリストには削除されたルータ、およびルータが属しているサイド（サ

イド Aまたはサイド B）はトポロジに表示されなくなります。

これは、Cisco Prime Collaboration Assuranceが Enterpriseモードで展開されている場合にのみ適
用されます。

トポロジビューによるトラブルシューティング

Contact Center Assuranceのトポロジビューでは、デバイスでアラームが生成されると、デバイ
スの隣にアラームアイコンが表示されます。マウスをデバイスの IPアドレスに合わせると
Device 360°ビューがクイック起動され、問題のトラブルシューティングにも役に立ちます。
Device 360°ビューから、アラームおよびインターフェイスを確認することができます。また、
トレースルートを実行する、デバイスを pingする、[Alarms and Events]ページにアクセスす
る、といったことも可能です。Device 360°ビューの詳細については、『Cisco Prime Collaboration
Assurance Guide - Advanced』の「「Managing Inventory」」の章を参照してください。

アラームが示されているデバイスには、アラームの最も高い重大度のみが表示されます。ア

ラームが生成されると、そのアラームは消去されるまで Contact Center Assuranceのトポロジ
ビューに残ります。消去されたアラームは、Cisco Prime Collaboration Assuranceの消去操作を
呼び出した後に削除されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、共有コンポーネント
は共通の展開で管理されます。共有されるデバイスについては、IPアドレスのみ参照できま
す。共有されているデバイスへのアクセス権を持っていない場合は、それらのデバイスのDevice
360°を起動できません（デバイスへのアクセス権を持っていないカスタマーに対しては、共有
されているデバイスは表示専用モードになります）。

• Cisco Prime Collaboration AssuranceがMSPモードで展開されている場合、共有（4 K Shared
Contact Center）と専用の両方の導入モデルを管理している状況では、トポロジビューはサ
ポートされません。

•トポロジビューは 2分ごとに自動で更新されます。
• Cisco Prime Collaboration Assuranceは、単一のUnified CCEエンタープライズ展開のみをサ
ポートしています。

•展開/縮小アイコンは、抽象デバイスでのみ使用できます。
• Unified CCEトポロジは、いずれかの側で複数のペリフェラルゲートウェイ（PG）サーバ
が管理されている場合はサポートされません。トポロジを正しく起動するには、追加のペ

リフェラルゲートウェイ（PG）をインベントリ管理から削除してください。

（注）
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履歴トレンドの表示

履歴トレンド分析は、デフォルトで [System Summary]ダッシュボードの下位のダッシュレット
（[CPU Usage]、[Virtual Memory Usage]、および [Common Partition Usage]）に対して有効になっ
ています。トレンドビューグラフを表示するには、ダッシュレットの右下の [Zoom]をクリッ
クします。

前提条件

すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要があ
ります。クラスタの場合は、すべてのノードが管理対象状態になっている必要があります。

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、およびCisco Unified
Contact Center Express）の場合は、システム定義のダッシュボードと一緒に、デバイス関連の
メトリックのトレンドも表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、Cisco Unified Contact
Center Express、およびCisco Virtualized Voice Browser）の場合は、システム定義のダッシュボー
ドと一緒に、デバイス関連のメトリックのトレンドも表示できます。

•デバイス関連のメトリックは、選択するデバイスタイプによって異なります。

•履歴トレンド分析は、Cisco Unified CCE、Cisco Voice Portal、MCU/TPS、Cisco Unified
Border Element、シスコ音声ゲートウェイ、Cisco Unified Communications Manager Express、
ISDNゲートウェイなどの非音声デバイスではサポートされていません。

（注）

[Trend]ダッシュボード

メトリックのトレンドを表示するには、[Dashboard]ドロップダウンリストから [Trend]を選択
し、[Metrics Selection]ダイアログボックスからトレンドを有効にするメトリックを選択して
[Add]をクリックします。任意の数のメトリックを選択できますが、デバイスタイプごとに最
大 6個までのメトリックを選択することをお勧めします。

また、次の操作を実行できます。

•データを、チャートまたは表形式のいずれかで表示する。

• [Merge]オプションをクリックして、2つ以上のパフォーマンスメトリックについてトレ
ンドを比較する。

• [Zoom]をクリックして、トレンドグラフを詳細ビューで表示する。このオプションは、
履歴、1時間ごとの平均、最大、および最小のデータを表示する場合に便利です。詳細
ビューに表示されるズームセレクタグラフを使用して、選択した期間のトレンドを表示

するためのグラフの時間枠（x軸）のポインタを調整することができます。
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•ユーザインターフェイスの右上にある [Add Graph]（+）ボタンを使用してトレンドを追加
する。

•チャートタイプを変更する。

Customer Voice Portal（CVP）

Cisco Prime Collaboration Assuranceにはコールサーバベースの CVPダッシュボードがありま
す。これはシステムで定義されており、Customer Voice Portalを追加するときに使用できます。
また、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することができます。

パフォーマンスカウンタの詳細については、『Operations Guide for Cisco Unified Customer Voice
Portal』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CVPとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

Cisco Prime Collaboration AssuranceでCVPダッシュボード用のデータを表示するには、Customer
Voice Portalで Cisco CVP Call Serverと Cisco CVP VXMLサービスをオンにし、オペレーション
コンソール（OAMP）上で CVPコールサーバの下位の ICM、SIPおよび IVRサブシステムを
有効にします。

（注）

システム概要

メモリ合計、1秒あたりのページフォールト、処理件数、Cisco ICMルータコール、および
サービスに関する情報を表示します。

Available Bytes

プロセスまたはシステムへの割り当てで使用するためにすぐに利用できる物理メモリの量

（バイト）を表示します。

Committed Bytes

コミットされた仮想メモリの量（バイト）を表示します。

Processor Time

プロセスの実行にかかる時間を、CPUがプロセスで使用したわずかな時間をすべて含めて
表示します。

Threads

手順の単一シーケンスを表示します。プロセス（プログラムの実行インスタンス）は1つ
以上のスレッドで構成されます。
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Page Faults Per Second

1秒あたりのページフォールトの平均数を表示します。これは 1秒間に失敗したページ数
で測定されます。それぞれのフォールト動作で障害が発生するのは1ページのみで、ペー
ジ数はページのフォールト動作の数と同じになるためです。

コールサーバ ICMの集約統計

ルックアップ要求の合計、コールの合計数、スイッチレッグの合計数、および VRUレッグを
表示します。

Call Server Stats ICM Total Lookup Requests
システムの開始時間以降に Unified ICMアプリケーションへ送信された外部 Unified CVP
VXML Serverのコールルーティング要求の合計数を表示します。外部Unified CVP VXML
Server内で発生するコールでは、Unified ICMアプリケーションからのコールルーティン
グ指示が必要です。

Call Server Stats ICM Total Calls
後続のVRU処理、およびContact Centerエージェントへのルーティングのためにシステム
の開始時間以降に Unified ICMアプリケーションが受信した新しいコールの合計数を表示
します。

Call Server Stats ICM Total SIP Switch Legs
システムの開始時間以降に、Session Initiation Protocol（SIP）から ICMアプリケーション
が受信した VoIPコールの数を表示します。

Call Server Stats ICM Total VRU Legs
システムの開始時間以降、Unified ICMアプリケーションからVRU処理を受信したコール
の数を表示します。VRU処理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、
カスタマーの要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要に
なります。

コールサーバ ICMの間隔統計

ルックアップ要求、受信した新しいコール数、SIPスイッチレッグ数、および VRUレッグを
表示します。

Call Server Stats ICM Interval SIP Switch Legs
現在の間隔中にSIPから ICMアプリケーションが受信したコール数を表示します。Unified
ICMアプリケーションは、Session Initiation Protocol（SIP）から発生した VoIPコールを承
認します。

Call Server Stats ICM Interval Lookup Requests
現在の間隔中にUnified ICMアプリケーションへ送信された外部Unified CVP VXML Server
のコールルーティング要求の数を表示します。外部Unified CVP VXML Server内で発生す
るコールでは、Unified ICMアプリケーションからのコールルーティング指示が必要です。

Call Server Stats ICM Interval VRU Legs
Unified ICMアプリケーションから VRU処理を受信中のコール数を表示します。VRU処
理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、現在の間隔でのカスタマー

の要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要になります。
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Call Server Stats ICM Interval New Calls
後続のVoice Response Unit（VRU）処理、およびContact Centerエージェントへのルーティ
ングのために現在の間隔中に Unified ICMアプリケーションが受信した新しいコールの数
を表示します。

コールサーバ ICMのリアルタイム統計

アクティブコール、VRUレッグ、SIPスイッチレッグ、およびルックアップ要求に関する情
報を表示します。

Call Server Stats ICM Active VRU Legs

Unified ICMサーバから Voice Response Unit（VRU）処理を受信中の現在のコール数を表
示します。VRU処理には、事前に録音されたメッセージの再生が含まれており、カスタ
マーの要求を理解するために Caller Entered Digits（CED）や音声認識技術が必要になりま
す。

Call Server Stats ICM Active SIP Switch Legs

SIPプロトコルからUnified ICM Serverが受信したコール数を表示します。Active SIP Switch
Legsは、Unified CVP Call Serverから SIPプロトコルを使用して ICM Serverが受信した現
在のコールの数を表します。

Call Server Stats ICM Active Lookup Requests

ICM Serverへ送信された外部 VXML Serverコールルーティング要求の現在の数を表示し
ます。外部Unified CVP VXML Serverから発生するコールでは、Unified ICM Serverからの
コールルーティング指示が必要です。

Call Server Stats ICM Active Calls

Unified CVP Call Serverに対して ICM Serverで処理されている現在のコール数を表示しま
す。この値は、Contact Centerエージェントへの後続のルーティングのために、Unified CVP
Call Serverに対して ICMで現在処理しているコールのカウントを表します。

コールサーバインフラストラクチャ JVMのリアルタイム統計

使用中のリアルタイム JVMスレッド、メモリ合計、ピーク時のメモリ使用率、ピーク時のス
レッド使用率、現在のメモリ使用率、および使用可能なメモリに関する情報が表示されます。

Call Server Stats RT JVM Threads In Use
Java仮想マシンで現在使用されているスレッドの数を表示します。この数には、Unified
CVPのスタンドアロンとスレッドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行
中のWebアプリケーションサーバで作成されたスレッドが含まれています。

Call Server Stats RT JVM Total Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量（MB）を表示します。この数は、Java仮想マシ
ンに対してどのくらいのシステムメモリを使用できるかを表します。

Call Server Stats RT JVM Peak Mem Usage
起動してから Java仮想マシンで使用されたメモリの最大量を表示します。報告される数
はメガバイトの単位で、この Java仮想マシンで同時に使用された、これまでで最大のメ
モリ量を表します。
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Call Server Stats RT JVM Peak Threads
起動してから Java仮想マシンで同時に使用されたスレッドの最大量を表示します。Java
仮想マシンで使用されたピーク時のスレッド数には、UnifiedCVPスタンドアロンとスレッ
ドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行中のWebアプリケーションサー
バで作成されたスレッドが含まれています。

Call Server Stats RT JVM Current Mem Usage
Java仮想マシンで使用されている現在のメモリ（MB）を表示します。

Call Server Stats RT JVM Avail Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量を表示します。報告される数はメガバイト単位
で、Java仮想マシンで要求される現在のシステムメモリのうち、どのくらいが使用され
ていないかを表します。

コールサーバインフラストラクチャスレッドプールのリアルタイム統計

リアルタイムのアイドルプールスレッド数、使用されたスレッドの最大数、実行中のプール

スレッド数、存在するスレッドの最大数、およびコアプールスレッドの統計を表示します。

Call Server Stats RT Idle Pool Threads
処理を待機しているアイドル状態のスレッドの数を表示します。

Call Server Stats RT Max Threads Used
処理を実行するように同時にタスクを割り当てられたスレッドプールスレッドの最大数

を表示します。

Call Server Stats RT Running Pool Threads
処理を実行中のスレッドプールのスレッドの数を表示します。

Call Server Stats RT Max Threads
同時に存在するスレッドプールのスレッドの最大数を表示します。

Call Server Stats RT Core Pool Threads
アイドル状態がどんなに長くなっても絶対に破棄されないスレッドプールのスレッド数を

表示します。

コールサーバ IVRの集約統計

1秒間の間隔に取得される最大および平均の HTTP要求、受信される HTTP要求の合計、最大
コール集約、および処理される HTTPの最大要求を表示します。

Call Server Stats IVR Max HTTP Req Sec Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって 1秒間に同時に処理される HTTP要求の現在の数を表示します。
IVRサービスの開始以降に同時に処理されたアクティブなHTTP要求の最大数。これは最
高水準マーキングとも呼ばれます。

Call Server Stats IVR Max HTTP Requests Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって同時に処理される HTTP要求の現在の数を表示します。

Call Server Stats IVR Avg HTTP Req Sec Inter Aggregate Statistics

IVRサービスによって 1秒間に同時に処理される HTTP要求の平均数を表示します。
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Call Server Stats IVR Max Calls Agg

サービスの開始以降に IVRサービスによって同時に処理されたコールの最大数を表示しま
す。

Call Server Stats IVR Total HTTP Req Agg

すべてのクライアントから受信したHTTP要求の数を表示します。このメトリックは、シ
ステムの開始以降に IVRサービスが受信した HTTP要求の合計数です。

コールサーバ IVRのコール間隔統計

コールの終了間隔、最大コール間隔、最小コール遅延間隔、新しいコール間隔、平均コール遅

延間隔、および最大コール遅延間隔の統計を表示します。

Call Server Stats IVR Calls Finished Inter

この間隔中に終了した Unified CVPコールの数を表示します。Call Finishedメトリックの
ために、コールにはスイッチレッグとUnified CVPコールの IVRレッグの両方が含まれま
す。コールの両方のレッグが終了すると、Calls Finishedメトリックが増加します。

Call Server Stats IVR Max Calls Inter

この間隔の間に IVRサービスで同時に処理されたコールの最大数を表示します。

Call Server Stats IVR Min Call Latency Inter

IVRサービスが New Call Requestまたは Request Instruction Requestを処理するのにかかる
最短の時間（ミリ秒）を表示します。

Call Server Stats IVR New Calls Inter

IOSゲートウェイから受信したNew Call要求の数を表示します。New Callには、コールの
スイッチレッグ、およびコールの IVRレッグが含まれています。このメトリックは、IVR
サービスで受信する New Call Requestの数をカウントします。

Call Server Stats IVR Avg Call Latency Inter

IVRサービスが New Callまたは Call Result Requestを処理するのにかかる平均時間（ミリ
秒）を表示します。

Call Server Stats IVR Max Call Latency Inter

IVRサービスが New Call Requestまたは Request Instruction Requestを処理するのにかかる
最短の時間（ミリ秒）を表示します。

コールサーバ IVRの HTTP間隔統計

1秒間の間隔に取得される最大および平均の HTTP要求と、最大およびアクティブな HTTP要
求の間隔統計を表示します。

Call Server Stats IVR Max HTTP Req Sec Inter
IVRサービスが 1秒間にすべてのクライアントから受信する HTTP要求の数を表示しま
す。1秒あたりのピーク HTTP要求は、ある 1秒間に IVRサービスが処理した HTTP要求
の最大数です。これは最高水準マーキングとも呼ばれます。
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Call Server Stats IVR Max HTTP Requests Inter
この時間間隔において IVRサービスがクライアントから受信したHTTP要求の最大数を表
示します。

Call Server Stats IVR Avg HTTP Req Sec Inter
IVRサービスが 1秒間に受け取る HTTP要求の平均数を表示します。

Call Server Stats IVR Active HTTP Requests Inter
IVRサービスによって同時に処理されているHTTP要求の現在の数を表示します。ピーク
アクティブ要求は、この時間間隔において IVRサービスが同時に処理しているHTTP要求
の最大数を表すメトリックです。

コールサーバ IVRのリアルタイム統計

IVRのアクティブコールおよびアクティブな HTTP要求の統計を表示します。

Call Server Stats IVR Active Calls
IVRサービスによって処理されているアクティブコールの数を表示します。

Call Server Stats IVR Active HTTP Requests
IVRサービスによって処理されているアクティブ HTTP要求の数を表示します。

コールサーバ SIPエージェントのグリーティング集約統計

応答されたグリーティングの合計、および失敗したグリーティングの合計を表示します。

Call Server Stats SIP Total Greeting Answered

システムの開始時間以降に、エージェントのグリーティングが成功したコールの合計数を

表示します。

Call Server Stats SIP Total Greeting Failed

システムの開始時間以降に、エージェントのグリーティングが失敗したコールの合計数を

表示します。

コールサーバ SIPエージェントのグリーティング間隔統計

応答された間隔グリーティング、および失敗した間隔グリーティングの統計を表示します。

Call Server Stats SIP Int Greeting Answered

間隔中にエージェントグリーティングが成功したコールの数を表示します。

Call Server Stats SIP Int Greeting Failed

間隔中にエージェントグリーティングが失敗したコールの数を表示します。

コールサーバ SIPの集約統計

最初および 2回目の集約の平均 LAT、集約前後に失敗した XFR、集約後に受信した接続、お
よび NC subsの集約統計に関する情報を表示します。

Call Server Stats SIP Avg LAT Second Agg

2回目以降の転送で応答されたコールの平均遅延の計算が表示されます。
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Call Server Stats SIP Fail XFR Post Agg

開始時間以降にコールの受信または送信レッグで失敗した再招待要求の数を表示します。

再招待メッセージは、SIPダイアログが確立された後で転送を実行します。再招待の要求
は、エンドポイントから発生するか、またはUnified CVP転送によってUnified ICMEスク
リプトから開始されます。このカウンタには、再招待要求の失敗が含まれます。

Call Server Stats SIP Conn Recpt Post Agg
システムの開始時間以降、Unified CVPの転送を実行するために SIPサービスで受信した
Connectメッセージの数を表示します。Connects Receivedには、通常のUnified CVPの転送
とReferの転送が含まれています。ICMサービスから生じるラベルは、VRUへ送信される
ものでも、エージェントへ転送されるものでも、Connectメッセージになります。

Call Server Stats SIP Avg LAT First Agg

最初の転送で応答されたコールの平均遅延の計算が表示されます。

Call Server Stats SIP Fail XFR Pre Agg
システムの開始時間以降、最初の CVP転送で失敗した転送の合計数を表示します。最初
のCVP転送が終了した後で SIPダイアログが確立されます。メトリックには、SIPのサー
ビス停止による拒否は含まれません。メトリックには、CONNECTメッセージにおいて
ICMからラベルが返された後で失敗した転送も含まれます。

Call Server Stats SIP NC Subs Agg
システムの開始時間以降、Unified CVPで受信した SIP Inviteメッセージの数を表示しま
す。これには、失敗したコール、SIPサービスが使用不可であるために拒否されたコール
も含まれます。

コールサーバ SIP間隔統計

接続が受信された間隔、NC subsの間隔、平均LAT秒間隔、失敗したXFRの間隔の前後、コー
ル後に応答した間隔の統計を表示します。

Call Server Stats SIP Conn Recpt Inter

最後の統計集約の間隔で、TransferをコールするためにSIPサービスが受信したCONNECT
メッセージの数を表示します。Connects Receivedには、通常のUnified CVPの転送とRefer
の転送が含まれています。ICMサービスから生じるラベルは、VRUへ送信されるもので
も、エージェントへ転送されるものでも、CONNECTメッセージと見なされます。

Call Server Stats SIP NC Subs Inter
現在の間隔において Unified CVPが受信した SIP Inviteメッセージの数を表示します。こ
れには、失敗したコール、SIPサービスが使用不可であるために拒否されたコールも含ま
れます。

Call Server Stats SIP Avg LAT Second Inter
ICMから CONNECTが発信されたときから、コールに応答されるまでの時間を表示しま
す。メトリックには、最後の統計集約間隔で応答されたコールの平均遅延の計算が含まれ

ます。

Call Server Stats SIP Int Post Call Answered
間隔中に応答されたサービスコールの数を表示します。
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Call Server Stats SIP Fail XFR Post Inter
間隔中にコールの受信または送信レッグのいずれかにおいて失敗した再招待要求の数を表

示します。再招待メッセージは、SIPダイアログが確立された後で転送を実行します。再
招待の要求は、エンドポイントから発生するか、またはUnified CVP転送によってUnified
ICMEスクリプトから開始されます。このカウンタには、両方の種類の再招待要求の失敗
が含まれます。

Call Server Stats SIP Fail XFR Pre Inter
システムの開始時間以降、失敗した SIP転送の数を表示します。Unified CVPがコールの
最初の宛先へ転送しようとする場合、最初の INVITE要求を送信して、ICMへルーティン
グされている宛先ラベルを発信者に設定します。メトリックには、SIPサービスが実行さ
れていないことによる拒否は含まれません。メトリックには、CONNECTメッセージにお
いて ICM Serverからラベルが返された後で失敗した転送も含まれます。

コールサーバ SIPリアルタイム統計

グリーティングコール、アクティブコール、ウィスパーコール、およびコールの合計の数を

表示します。

Call Server Stats SIP Greeting Calls

SIPサービスが処理するグリーティングコールの合計数を表示します。

Call Server Stats SIP Active Calls

SIPサービスが処理中のコールの件数を表すリアルタイムのスナップショットメトリック
を表示します。

Call Server Stats SIP Whisper Calls

SIPサービスが処理するウィスパーコールの合計数を表示します。

Call Server Stats SIP Total Calls

SIPサービスが処理中のコールの合計数を表示します。メトリックには、着信、発信、お
よび呼び出し音のタイプのコールが含まれます。SIPサービスの各アクティブコールに
は、転送ラベルの宛先に対する着信コールと発信コールがあります。

コールサーバ SIPウィスパーアナウンスメントの間隔統計

応答された間隔ウィスパー、および失敗した間隔ウィスパーの統計を表示します。

Call Server Stats SIP Int Whisper Failed

間隔中にウィスパーアナウンスメントが失敗したコールの数を表示します。

Call Server Stats SIP Int Whisper Answered

間隔中にウィスパーアナウンスメントが成功したコールの数を表示します。

コールサーバ SIPウィスパーアナウンスメントの統計

応答されたウィスパーの合計、および失敗したウィスパーの合計を表示します。
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Call Server Stats SIP Total Whisper Answered

システムの開始時間以降にウィスパーアナウンスが成功したコールの合計数を表示しま

す。

Call Server Stats SIP Total Whisper Failed

システムの開始時間以降に、ウィスパーアナウンスメントが失敗したコールの合計数を表

示します。

VXMLインフラストラクチャ JVMメモリのリアルタイム統計

JVMで利用可能なリアルタイムのメモリ、メモリ合計、現在のメモリ使用状況、稼働時間、お
よびピーク時のメモリ使用率に関する情報を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Avail Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量を表示します。報告される数はメガバイト単位
で、Java仮想マシンで要求される現在のシステムメモリのうち、どのくらいが使用され
ていないかを表します。

VXML Server Stats RT JVM Total Mem
Java仮想マシンで使用できるメモリの量（MB）を表示します。この数は、Java仮想マシ
ンに対してどのくらいのシステムメモリを使用できるかを表します。

VXML Server Stats RT JVM Current Mem Usage
Java仮想マシンで使用されている現在のメモリ（MB）を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Uptime
Java仮想マシンが稼働した時間を表示します。この時間は hh:mm:ssで測定され、Java仮
想マシンのプロセスが開始されてから経過した時間を表します。

VXML Server Stats RT JVM Peak Mem Usage
起動してから Java仮想マシンで使用されたメモリの最大量を表示します。報告される数
はメガバイトの単位で、この Java仮想マシンで同時に使用された、これまでで最大のメ
モリ量を表します。

VXMLインフラストラクチャ JVMスレッドのリアルタイム統計

現在使用されているスレッドの数と、Java仮想マシンで同時に使用されたピークのスレッド数
を表示します。

VXML Server Stats RT JVM Threads in Use

Java仮想マシンで現在使用されているスレッドの数を表示します。この数には、Unified
CVPのスタンドアロンとスレッドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行
中のWebアプリケーションサーバで作成されたスレッドが含まれています。

VXML Server Stats RT JVM Peak Threads

起動してから Java仮想マシンで同時に使用されたスレッドの最大量を表示します。Java
仮想マシンで使用されたピーク時のスレッド数には、UnifiedCVPスタンドアロンとスレッ
ドプールのすべてのスレッド、および同じ JVM内で実行中のWebアプリケーションサー
バで作成されたスレッドが含まれています。

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
59

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード

VXMLインフラストラクチャ JVMメモリのリアルタイム統計



VXMLインフラストラクチャスレッドプールのリアルタイム統計

リアルタイムのアイドルプールスレッド、コアプールスレッド、使用された最大スレッド、

実行プールスレッド、および最大スレッドの統計を表示します。

VXML Server Stats RT Idle Pool Threads
処理を待機しているアイドル状態のスレッドの数を表示します。

VXML Server Stats RT Core Pool Threads
アイドル状態がどんなに長くなっても絶対に破棄されないスレッドプールのスレッド数を

表示します。

VXML Server Stats RT Max Threads Used
処理を実行するように同時にタスクを割り当てられたスレッドプールスレッドの最大数

を表示します。

VXML Server Stats RT Running Pool Threads
処理を実行中のスレッドプールのスレッドの数を表示します。

VXML Server Stats RT Max Threads
同時に存在するスレッドプールのスレッドの最大数を表示します。

VXMLサーバの集約統計

セッションの集約合計、ルックアップの成功集約、ルックアップの応答集約、ルックアップの

失敗集約、ルックアップの要求集約、およびレポートイベントの集約統計を表示します。

VXML Server Stats Total Sessions Agg
起動後の Unified CVP VXMLサーバ内のセッション数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Successes Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。ICMルッ
クアップ要求が成功するたびに、このメトリックが 1だけ増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Responses Agg
起動後に ICM Serviceが Unified CVP VXMLサーバへ送信した応答の数を表示します。1
つの ICMルックアップ要求につき（成功、失敗のいずれの場合でも）、このメトリック
が1だけ増加します。1つの要求に対して複数の応答メッセージがUnified CVP VXMLサー
バへ送信された場合、このメトリックは ICM Serviceからの応答メッセージごとに増加し
ます。

VXML Server Stats ICM Lookup Failures Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。ICMルッ
クアップ要求が失敗するたびに、このメトリックが 1だけ増加します。このメトリック
は、ICM失敗のメッセージが受信された場合、または Unified CVP VXMLサーバで失敗
メッセージを生成した場合に増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Requests Agg
Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。1つの ICMルッ
クアップ要求につき（成功、失敗のいずれの場合でも）、このメトリックが1だけ増加し
ます。

VXML Server Stats Reporting Events Agg
起動後のUnified CVP VXMLサーバから送信されたレポートイベントの数を表示します。
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VXMLサーバの間隔統計

レポートイベントの間隔、ルックアップの成功間隔、ルックアップの要求間隔、ルックアップ

の応答間隔、ルックアップの失敗間隔、およびセッション間隔の統計を表示します。

VXML Server Stats Reporting Events Inter
Unified CVP VXMLサーバから Reporting Serverへ送信されたイベントの数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Success Inter
現在の間隔で Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの成功した要求の数を表示し
ます。

VXML Server Stats ICM Lookup Request Inter
Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。

VXML Server Stats ICM Lookup Responses Inter
ICM Serviceが Unified CVP VXMLサーバへ送信した、失敗および成功の ICMルックアッ
プ要求への応答の数を表示します。1つの要求に対して複数の応答メッセージが Unified
CVP VXMLサーバへ送信された場合、このメトリックは ICM Serviceからの応答メッセー
ジごとに増加します。

VXML Server Stats ICM Lookup Failure Inter
現在の間隔で Unified CVP VXMLサーバから ICM Serviceへの要求の数を表示します。こ
のメトリックは、ICM失敗のメッセージが受信された場合、または Unified CVP VXML
サーバで失敗メッセージを生成した場合に増加します。

VXML Server Stats Session Inter
Unified CVP VXMLサーバ内のセッション数を表示します。

VXMLサーバのリアルタイム統計

アクティブな ICMルックアップ要求の数およびアクティブセッションの統計を表示します。

VXML Server Stats Active ICM Lookup Requests
現在 Unified CVP VXMLサーバが処理している ICM要求の数を表示します。

VXML Server Stats VXML Active Sessions
現在 Unified CVP VXMLサーバが処理しているセッションの数を表示します。

Unified Contact Center Enterprise（Unified CCE）

Cisco Prime Collaboration AssuranceにはUnified CCEダッシュボードがあります。これはシステ
ムで定義されており、UnifiedCCEを追加するときに使用できます。また、モニタリングのニー
ズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することができます。パフォーマンスカウンタ

の詳細については、『Serviceability Best Practices Guide for Cisco Unified ICM/Contact Center
Enterprise』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CCEとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。
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データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Unified CCEで表示するには、Unified Contact
Center Enterpriseが機能している必要があります。

（注）

システム概要

メモリ合計、1秒あたりのページフォールト、処理件数、Cisco ICMルータコール、および
サービスに関する情報を表示します。

Total Memory

システム上の仮想メモリの使用率の合計量を表示します。

Page Faults Per Second

1秒あたりのページフォールトの平均数を表示します。これは 1秒間に失敗したページ数
で測定されます。それぞれのフォールト動作で障害が発生するのは1ページのみで、ペー
ジ数はページのフォールト動作の数と同じになるためです。

Handle Count

このプロセスによって現在オープンしているハンドルの合計数を表示します。この数は、

対象プロセスの各スレッドによって現在オープンしているハンドルの合計と同じです。

Cisco ICM Router Calls

1秒間に受信したコールの数で測定された、（算出された）着信コールレートを表示しま
す。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

CTI SVRエージェントのステータス

待受中および待受停止のエージェントカウント、ログインおよびログアウトのエージェント

カウント、通話中のエージェントカウント、および後処理後待受停止エージェントカウント

を表示します。

Ready Agent Count

ログインしており、コールを受け取る準備ができているエージェントの数を表示します。

Work Not Ready Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェント。このエージェントは、

コールに接続されないことを意味します。これらのエージェントは、この状態を終了して

も、追加のコールを受け取るための準備ができていません。
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Not Ready Agent Count

ログインしているけれども、着信コールの受け取り以外のタスクを実行中であるエージェ

ントの数を表示します。

Logged In Agent Count

ログインしたエージェントを表示します。これらのエージェントがコールの受け取り準備

ができていることを示しているとは限りません。

Talking Agent Count

着信または発信のコールを実行中のエージェントの数を表示します。

Logged Out Agent count

システムからログアウトしたエージェントの数を表示します。この数は、何らかの状態の

不一致が発生して統計を検証する場合に役に立ちます。

CTI SVRのセッションステータス

クローズしたセッション、失敗したセッション、不明なセッション、オープンしたセッショ

ン、セッションの合計、およびオープンしているセッションを表示します。

Sessions Closed
CTI Serverによって終了したセッションの合計数を表示します。

Sessions Failed
ハートビートが見つからない、オープン要求のタイムアウト、セッションが活動していな

い、などのさまざまな理由で失敗したセッションの数を表示します。これらのタイマー

は、CTI Serverで設定可能なパラメータです。

Sessions Unknown
ソケットがまだ接続されていないセッションの数を表示します。

Sessions Open

正常にセットアップされたセッションの数を表示します。

Total Sessions

CTI Serverによって保持されているセッションの合計数を表示します。

Sessions Opening

接続の設定中であるセッションの数を表示します。

CTI SVRコールカウント

アクティブコールカウント、プライベートコールカウント、クリアしたコールカウント、お

よびアクティブではないコールカウントを表示します。

Active Call Count
現在進行中のコールの数を表示します。

Private Call Count
CTI Serverによって非公開で追跡され、OPCにはレポートされないコールの数を表示しま
す。
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Cleared Call Count
システムにはすでに存在していないコールの数を表示します。

Deactivated Call Count
現在アクティブではなく、最終的にクリアされるコールの数を表示します。

EAPIMコールとメッセージ数

1秒間のコール、1秒間のメッセージ、無効なコール数、エージェント数、コール数、および
送信されたメッセージを表示します。

Calls Per Sec

1秒あたりの着信コールの数を表示します。

Messages Per Sec

コールイベントの数、1秒間に JTAPI Gatewayと CM PIM間で交換されたエージェントイ
ベントの数を表示します。

Invalid Call Count

有効なコール状態のいずれにも該当しないコールの数を表示します。

Agent Count

システムで現在設定されているエージェントの数を表示します。

Call Count

進行中のコールの数を表示します。

Messages Sent

今日送信されたコールイベントの数、エージェントイベントの数、およびCSTAメッセー
ジの数を表示します。

OPC SideAエージェントカウント

sideAエージェントカウント、後処理後待受および後処理後待受停止の sideAエージェントカ
ウント、待受中および待受停止の sideAエージェントカウント、および通話中の sideAエー
ジェントカウントを表示します。

Work Not Ready SideA Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェントを表示します。このエー

ジェントは、コールに接続されないことを意味します。これらのエージェントは、この状

態を終了しても、追加のコールを受け取るための準備ができていません。

Ready SideA Agent Count

ログインしており、コールを受け取る準備ができているエージェントの数を表示します。

Not Ready SideA Agent Count

ログインしているけれども、着信コールの受け取り以外のタスクを実行中であるエージェ

ントの数を表示します。
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Talking SideA Agent Count

着信または発信のコールを実行中のエージェントの数を表示します。

SideA Agent Count

システムに設定されているエージェントの数を表示します。

Work Ready SideA Agent Count

最後のコールに関連付けられている処理を実行中のエージェントを表示します。これは、

このエージェントは現在コールに接続されていませんが、この状態が終了したら、追加の

コールを受け取ることができることを表しています。

OPCコールカウント

呼び出し中のコールカウント、失敗したコールカウント、コールカウント、キューイング中

のコールカウント、接続されているコールカウント、および開始されたコールカウントを表

示します。

OPC Alerting Call Count

デバイスが呼び出し中（音が鳴っている）状態のコールの数を表示します。これは、コー

ルがデバイスへの接続を要求していることを表します。

OPC Failed Call Count

正常な状態の進行が中断されたコールの数を表示します。この状態は通常、デバイスが

コールに接続しようとした、またはコールがデバイスに接続しようとした場合に失敗した

状況を表します。発信側のデバイスおよびコールへの接続が失敗した、着信側のデバイス

およびコールへの接続が失敗した、コールの作成に失敗した、またはその他の理由が失敗

の原因として考えられます。

OPC Call Count

現在アクティブなコールの数を表示します。

OPC Queued Call Count

正常な状態の進行が中断しているコールの数を表示します。この状態は通常2つの状態を
表しますが、他にも当てはまる場合があります。1つは、デバイスがコールとの接続を確
立しようとしてプロセスが中断されている状態です。もう1つは、コールがデバイスとの
接続を確立しようとしてプロセスが中断されている状態です。

OPC Connected Call Count

デバイスがアクティブに参加しているコールの数を表示します。

OPC Initiated Call Count

デバイスがサービスを要求したコールの数を表示します。ほとんどの場合は、これはダイ

ヤル中の状態です。

OPC SideAスキルグループおよびサービスカウント

スキルグループのカウントとサービスカウントを表示します。
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OPC Skill Group Count

共通のスキルセットを共有しているため、すべてのエージェントが特定のタイプのコール

を処理できるエージェントのグループを表示します。各スキルグループには 1つ以上の
エージェントが含まれます。ペリフェラルでサポートされている場合、各エージェントは

複数のスキルグループのメンバーになることも可能です。このカウンタは、エージェント

がサインインで使用できるさまざまなスキルグループの数を表します。

OPC Service Count

コールを処理するよう設定されているサービスの数を表示します。サービスは、発信側が

必要とする処理のタイプです。ペリフェラルには、販売、テクニカルサポート、または新

しいアカウントを開くために定義されたサービスが付属していることがあります。各サー

ビスには1つ以上のスキルグループがあり、それらのグループのメンバーがサービスを提
供できます。各スキルグループは複数のサービスに関連付けることが可能です。

VRUPIMのコールおよびメッセージカウント

VRUPIMの新しいコール、ルーティング前のコール、VRUでのコール、VRUへのメッセー
ジ、VRUからのメッセージ、および接続のリセットカウントを表示します。

VRUPIM New Calls

新しいコールが Voice Response Unit（VRU）に到達するレートを表示します。新しいコー
ルは、サービスコントロール VRUに到達した時点で ICMスクリプトの制御下にはない
コールになります。

VRUPIM Pre Routed Calls

ルーティング前のコールが VRUに到達するレートを表示します。ルーティング前のコー
ルは、サービスコントロールVRUに到達した時点で ICMスクリプトの制御下のコールに
なります。

VRUPIM Calls at VRU

現在VRUにあるコールの数を表示します。コールルーティングインターフェイスのみを
使用する VRUでは、この値はゼロになります。

VRUPIM Messages To VRU

メッセージが VRUへ送信されるレートを表示します。このカウンタは、ICMレジストリ
で有効になっている場合のみアクティブになります。

VRUPIM Messages From VRU

VRUからメッセージが受信されたレートを表示します。このカウンタは、ICMレジスト
リで有効になっている場合のみアクティブになります。

VRUPIM Connection Resets

ICMと Voice Response Unit間の TCP接続が、アプリケーションの開始以降に、確立され
た状態からクローズされた状態へ変更された回数を表示します。
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ICMルータコールのステータス

ルータ内のコール数、ルータのコール数、キュー内のコール数、および進行中のコール数を表

示します。

ICM Router Calls in Router

ルータ内のアクティブなコールの数を表示します（処理のために VRUへ送信されたコー
ルやキューイング中のコール、およびルータがルーティングクライアントからの応答を待

機しているコールも含まれます）。

ICM Router Calls

1秒間に受信したコールの数で測定された、（算出された）着信コールレートを表示しま
す。

ICM Router Calls In Queue

すべてのネットワークの Voice Response Unit（VRU）内でキューイング中のコールの数を
表示します。これはルータから見ると、キューイングのために VRUへ転送中であるコー
ルも含まれます。

ICM Router Calls In Progress

進行中の（CCEアプリケーションで制御されている）コールの数を表示します。

ICMルータステータス

ルータの拒否率、ルータのサイズ（KB）、処理されたメッセージ、最大および平均の処理時
間、および輻輳レベルを表示します。

ICM Router Rejection Percentage

コールレートが高いために拒否されたコールの数を表示します。

ICM Router State Size in KB

現在のルータ状態のサイズ（ルータメモリ内のすべての状態の転送オブジェクトの合計サ

イズ）を表示します。このサイズはキロバイトで測定されます。一方のルータサイドで

サービスが停止して、そのルータサイドがインサービスを返すと、サービスが持続中の

ルータサイドからインサービスを返したルータサイドへルータの状態が転送されます。

ICM Router Messages Processed

ルータが処理したMDSメッセージの数を表示します。デフォルトでは、このカウンタは
無効になっています。

ICM Router Max Process Time in ms

ルータがMDSメッセージの処理にかけた最大時間（ミリ秒）を表示します。

ICM Router Avg Process Time

ルータがMDSメッセージの処理にかけた平均時間を表示します。

ICM Router Congestion Level

コールレートが高いためにキューイングされた、またはブロックされたコールの数を表示

します。
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ICMロガー DBの書き込み

書き込みの平均時間、処理された書き込みレコード、およびDB書き込みの数を表示します。

ICM Logger Number of DB Write

履歴ロガープロセスにおけるデータベースの書き込み（レコード/行）の数を表示します。
これは、カウンタがポーリングされたときにデータベースに書き込まれているものです。

ICM Logger DB Write Average Time

中央コントローラのデータベース内のテーブルにデータを書き込むために必要な平均時間

（100ナノ秒単位）を表示します。この値は、過去の 1秒間に発生した書き込み処理にお
いて、1回の書き込みにかかる平均時間を表します。この値は、データベースアクセスの
競合に対する優れた指標となります。

ICM Logger DB Write Records Processed

過去の 1秒間に Historical Logger Processで処理された（データベースに書き込まれた）レ
コードの数を表示します。

ICMディストリビュータのリアルタイムエージェントキュー

エージェントキューの深さ、スキルグループのキューの深さ、エージェント DBの書き込み
平均時間と処理された書き込みレコード、および処理されたエージェントスキルグループDB
の書き込みレコードと書き込み平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Agentテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みトラ
ンザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Agent Skill Groupテーブルに対するキューの深さ（保留中の書
き込みトランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれたAgentテーブルのレ
コード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Agent DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time ClientプロセスがAgentテーブルのトランザクションの書
き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Agent Skill Groupテーブルのトランザク
ションの書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Agent Skill Group DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Agent Skill Group
テーブルのレコード数を表示します。
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ディストリビュータのリアルタイムルート DBの書き込み

処理された書き込みレコードの数、キューの深さ、およびルートテーブルの書き込みトランザ

クションにかかった平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Route DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Routeテーブルのトランザクションの書
き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Route DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Routeテーブルのレ
コード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Route Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Routeテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みトラ
ンザクションの数）を表示します。

ディストリビュータのリアルタイムサービス DBの書き込み

サービスDBの処理された書き込みレコード、キューの深さ、および平均時間を表示します。

ICM Distributor Real Time Service DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Serviceテーブルの
レコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Service Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Serviceテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みト
ランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Service DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Serviceテーブルのトランザクションの
書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ディストリビュータのリアルタイムスキルグループ DBの書き込み

スキルグループの処理された書き込みレコード、平均時間、およびキューの深さを表示しま

す。

ICM Distributor Real Time Skill Group DB Write Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた Skill Groupテーブ
ルのレコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Skill Group Queue Depth

Real-time Clientプロセスの Skill Groupテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込み
トランザクションの数）を表示します。

ICM Distributor Real Time Skill Group DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが Skill Groupテーブルのトランザクショ
ンの書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。
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ディストリビュータのリアルタイムコールタイプ DBの書き込み

コールタイプDBの平均書き込み時間、処理されたレコード、およびキューの深さを表示しま
す。

ICM Distributor Real Time Call Type DB Write Average Time

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスが CallTypeテーブルのトランザクション
の書き込みを処理した平均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Real Time Call Type DB Records Processed

過去の 1秒間の間隔に Real-time Clientプロセスによって書き込まれた CallTypeテーブル
のレコード数を表示します。

ICM Distributor Real Time Call Type Queue Depth

Real-time ClientプロセスのCallTypeテーブルに対するキューの深さ（保留中の書き込みト
ランザクションの数）を表示します。

ディストリビュータの Replication DBの書き込み

ディストリビュータのレプリケーションDBの平均時間および処理されたレコード数を表示し
ます。

ICM Distributor Replication DB Write Average Time
過去の 1秒間の間隔における HDS Replicationプロセスのデータベース書き込み処理の平
均時間（100 ns単位）。

ICM Distributor Replication DB Records Processed
過去の 1秒間の間隔に HDS Replicationプロセスによって書き込まれたレコード数を表示
します。

Cisco Unified Intelligence Center

Cisco Prime Collaboration Assuranceには、システムで定義された Cisco Unified Intelligence Center
のダッシュボードがあり、Cisco Unified Intelligence Centerを追加すると使用可能になります。
Cisco Prime Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュ
ボードを作成することができます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『CiscoUnified
Intelligence Center用管理コンソールユーザガイド』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）]と選択し、[クラスタ（Cluster）]ドロッ
プダウンリストから [インテリジェンスセンタ（Intelligence Center）]とクラスタを選択して、
[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択しま
す。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各ダッ

シュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および直前の3分間に受け取った最大値が
表示されます。

前提条件：

• Cisco Unified Intelligence CenterがCisco Prime Collaboration Assuranceで管理されている必要
があります。
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• Cisco Prime Collaboration Assuranceで Cisco Unified Intelligence Centerのダッシュボードに
データが表示されるようにするには、Cisco Unified Intelligence Centerバージョン 9.x以降
に到達できる必要があります。

次に、Cisco Unified Intelligence Centerの新しくサポートされるダッシュボードを示します。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。
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• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。
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• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
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のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。
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VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

集約された履歴データ

レポートエンジン情報のレポート履歴実行時間の合計に関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime Total

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Tomcat

Tomcatは、Tomcatの非セキュアおよびセキュアなHypertext Transport Protocol（HTTP）コネク
タに関する情報を提供します。Tomcat Connectorは、要求を受信して応答を送信するエンドポ
イントを表します。

このコネクタは、Cisco Unified Intelligence CenterのWebページにアクセスするときに発生する
HTTP/HTTPS要求の処理と HTTP/HTTPS応答の送信を行います。

ここでは、受信したMByte数、送信したMByte数、スレッドビジー、スレッド最大、コネク
タエラー、コネクタ要求に関する情報を表示します。

Cisco Tomcat Connector MBytes Received

Tomcatコネクタが受信したデータの合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector MBytes Sent

Tomcatコネクタが送信したデータの合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Threads Busy

要求処理スレッドがビジー/使用中である現在の Tomcatコネクタの数を表示します。
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Cisco Tomcat Connector Threads Max

要求処理スレッドの Tomcatコネクタの最大数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Errors

Tomcatコネクタで発生したHTTPエラー（401 Unauthorizedなど）の合計数を表示します。

Cisco Tomcat Connector Requests

Tomcatコネクタが処理した要求の合計数を表示します。

ライブデータ

処理されたライブメッセージ、処理されたライブメッセージのサイズ、処理中のライブメッ

セージの遅延、受信したライブメッセージのサイズ、受信したライブメッセージ、および送

信したライブメッセージに関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processed

OpenFireに対して処理された Live Dataメッセージの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processed Size

OpenFireに対して処理中の Live Dataメッセージの合計サイズ（バイト）を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Processing Latency

OpenFireに対する Live Dataの処理で使用した合計時間（ミリ秒）を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Received Size

ストリーミングデータソースから受信した Live Dataメッセージの合計サイズ（バイト）
を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Received

ストリーミングデータソースから受信した Live Dataメッセージの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Live Messages Transmitted

ストリーミングデータソースから送信された Live Dataメッセージの合計数を表示しま
す。

Tomcat JVM

Tomcat Java Virtual Machine（JVM）オブジェクトは、Tomcat JVMに関する情報を提供します。
これは特に、Unified Intelligence Centerが使用する共通リソースメモリのプールを表します。

空きメモリ（KB）、最大メモリ（KB）、および合計メモリ（KB）に関する情報を表示しま
す。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Free

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロック（ヒープメモリ）の空き容量を表示し
ます。動的メモリブロックには、TomcatおよびそのWebアプリケーションであるUnified
Intelligence Centerなどで作成されたすべてのオブジェクトが保存されます。動的メモリの
空き容量が少なくなると、追加のメモリが自動的に割り当てられ、（KbytesMemoryTotal
カウンタに表示される）合計メモリサイズが（KbytesMemoryMaxカウンタに表示される）
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最大容量まで増加します。使用中のメモリ容量は、KbytesMemoryTotalから
KBytesMemoryFreeの値を減算することで判断できます。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Max

Unified Intelligence Center Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロックの最大サイズ
を表示します。

Cisco Tomcat JVM KBytes Memory Total

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロックの現在の（空きメモリと使用中のメモ
リを含めた）合計サイズを表示します。

リアルタイムデータ

取得されたレポートリアルタイムのセル数、完了したレポートリアルタイム、実行中のレポー

トリアルタイム、レポートリアルタイムの実行時間、待機中のレポートリアルタイム、およ

び取得されたレポートリアルタイムの行数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Cells Retrieved

すべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Completed

正常に実行されたレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Running

現在実行中のレポートの数を表示します。Runnableオブジェクトがプールからスレッドを
割り当てられている場合、レポートは現在実行中です。これには、使用可能になるまでス

レッドの待ち行列で待機しているレポートは含まれません。

Reporting Engine Info Report Realtime Runtime

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Waiting

現在待ち行列で実行を待機しているレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Rows Retrieved

Unified Intelligence Centerによりデータソースから取得された行の合計数を表示します。

リアルタイムの間隔

間隔で取得されたレポートリアルタイムのセル数、間隔で完了したレポートリアルタイム、

間隔で実行中のレポートリアルタイム、間隔でのレポートリアルタイムの実行時間、間隔で

待機中のレポートリアルタイム、および間隔で取得されたレポートリアルタイムの行数に関

する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Cells Retrieved Interval

直前の間隔ですべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示

します。
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Reporting Engine Info Report Realtime Completed Interval

直前の間隔での完了したカウンタレポート（H/RT）の変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Running Interval

レポート（H/RT）実行カウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Runtime Interval

直前の間隔でのカウンタレポート（H/RT）ランタイムの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Waiting Interval

直前の間隔でのカウンタ ReportRealtimeWaitingの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Realtime Rows Retrieved Interval

レポート（H/RT）の RowsRetrievedTotalカウンタの間隔測定値を表示します。

履歴データ

取得されたレポート履歴セル、完了したレポート履歴、取得されたレポート履歴行、実行中の

レポート履歴、レポート履歴ランタイム、および待機中のレポート履歴を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Cells Retrieved

すべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Completed

正常に実行されたレポートの合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Rows Retrieved

Unified Intelligence Centerによりデータソースから取得された行の合計数を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Running

現在実行中の（H/RT）レポートの数を表示します。Runnableオブジェクトがプールから
スレッドを割り当てられている場合、レポートは現在実行中です。これには、使用可能に

なるまでスレッドの待ち行列で待機しているレポートは含まれません。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime

レポートの実行にかかった時間の合計（秒）を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Waiting

現在待ち行列で実行を待機しているレポートの合計数を表示します。

履歴データの間隔

間隔で取得されたレポート履歴のセル数、間隔で完了したレポート履歴、間隔で取得されたレ

ポート履歴の行数、間隔で実行中のレポート履歴、間隔でのレポート履歴の実行時間、および

間隔で待機中のレポート履歴に関する情報を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Cells Retrieved Interval

直前の間隔ですべてのデータソースから取得されたセルの合計数（行と列の乗算）を表示

します。
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Reporting Engine Info Report Historical Completed Interval

直前の間隔での完了したカウンタレポート（H/RT）の変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Rows Retrieved Interval

レポート（H/RT）の RowsRetrievedTotalカウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Running Interval

レポート（H/RT）実行カウンタの間隔測定値を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Runtime Interval

直前の間隔でのカウンタレポート（H/RT）ランタイムの変更を表示します。

Reporting Engine Info Report Historical Waiting Interval

直前の間隔でのカウンタ ReportRealtimeWaitingの変更を表示します。

Cisco MediaSense

Cisco Prime Collaboration AssuranceにはMediaSenseダッシュボードがあります。これはシステ
ムで定義されており、Cisco MediaSenseを追加すると使用できます。Cisco Prime Collaboration
Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作成することが
できます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『Cisco MediaSenseユーザガイド』を
参照してください。

ダッシュボードを表示するには、に移動します。[モニタ（Monitor）] > [システムビュー
（System View）] > [パフォーマンス（Performance）][クラスタ（Cluster）]ドロップダウン
リストから CCEとクラスタを選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト
から必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッ

シュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および

直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

前提条件：

• Cisco MediaSenseは、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要があります。

• Cisco MediaSenseは、データを Cisco Prime Collaboration AssuranceのMediaSenseダッシュ
ボードで表示するには、到達可能にする必要があります。

新しくサポートされる Cisco MediaSenseダッシュボードは次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。
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Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes
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[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。
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• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。
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Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。
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Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

着信コールの分類

録音に分類されるサービス、再生に分類されるサービス、拒否に分類されるサービス、その他

に分類されるサービスに関する情報を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Recording

録音要求として処理されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Playback

再生要求として処理されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified for Reject

設定に基づいて拒否されるコールの数を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Classified as Anything Else

承認されたけれども再生または録音要求として処理されないコールの数を表示します。

エラー分析

エラーが発生した録音済みセッションのサービス番号、エージェントによる変換要求の拒否、

エージェントによる RTSPモニタリング要求の拒否、エージェントによる RTSP再生要求の拒
否、およびエージェントによる未処理ダウンロード要求の拒否に関する情報を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Number of Recorded Sessions with Errors

録音が完了したが、エラーが発生したセッションの数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected Convert Requests

拒否された変換要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected RTSP Monitoring Requests

拒否された RTSPモニタリング要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected RTSP Playback Requests

拒否された RTSP再生要求の数を表示します。

Cisco MediaSense Storage Management Agent Rejected Raw Download Requests

拒否された未処理ダウンロード要求の数を表示します。

パフォーマンスの概要

サービスの平均セットアップ遅延、サービスの最大セットアップ遅延、サービスの平均クエリ

応答時間、およびサービスの最大クエリ応答時間に関する情報を表示します。
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Cisco MediaSense Call Control Service Mean Setup Delay

Unified CMからの SIP Inviteの最初の受信と、Unified CMローリングウィンドウ時間への
SIP応答との間の平均遅延（ミリ秒単位）を表示します。

Cisco MediaSense Call Control Service Max Setup Delay

Unified CMからの SIP Inviteの最初の受信と、Unified CMローリングウィンドウ時間への
SIP応答との間の最大遅延（ミリ秒単位）を表示します。

Cisco MediaSense API Service Mean Query Response Time

直前の 1時間の平均クエリ応答時間を表示します。

Cisco MediaSense API Service Max Query Response Time

直前の 1時間の最大クエリ応答時間を表示します。

Cisco Unified Contact Center Express

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、システムが定義し、Unified CCXを追加すると使用可能
になる、Cisco Unified Contact Center Express（Unified CCX）ダッシュボードを提供します。Cisco
Prime Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボード
を作成することができます。パフォーマンスカウンタの詳細については、『Unified Contact
Center Express操作ガイド』を参照してください。

ダッシュボードを表示するには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] >
[パフォーマンス（Performance）][Contact Center Express]を選択してドロップダウンリストか
ら [クラスタ（Cluster）]または [デバイス（Device）]を選択し、[ダッシュボード（Dashboard）]
のドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。選択したダッシュボードに

関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各ダッシュレットには、サーバの詳細、

現在の使用状況、および直前の 3分間に受け取った最大値が表示されます。

前提条件：

• Unified CCXは Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要があります。

•データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Contact Center Expressダッシュボードで表
示するには、Unified CCXに到達可能である必要があります。

新しくサポートされる Unified CCXダッシュボードは、次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。
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Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes
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[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。
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• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。
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Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。
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Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

Virtualized Voice Browser

Cisco Prime Collaboration Assuranceは、システムが定義し、Virtualized Voice Browserを追加す
ると利用可能になる、Virtualized Voice Browserダッシュボードを提供します。Cisco Prime
Collaboration Assuranceでは、モニタリングのニーズに基づいてカスタムダッシュボードを作
成することができます。

ダッシュボードを表示するには、 [モニタ（Monitor）] > [システムビュー（System View）] >
[パフォーマンス（Performance）]で、[クラスタ（Cluster or Device）ドロップダウンリストか
ら [仮想化音声ブラウザ（Virtualized Voice Browser）とデバイスの IPアドレス/ホスト名]を選
択し、[ダッシュボード（Dashboard]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択
します。選択したダッシュボードに関連する情報が別のダッシュレットに表示されます。各

ダッシュレットには、サーバの詳細、現在の使用状況、および直前の3分間に受け取った最大
値が表示されます。

前提条件：

• Virtualized Voice Browserは、Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理する必要がありま
す。

•データを Cisco Prime Collaboration Assuranceの Virtualized Voice Browserダッシュボードで
表示するには、Virtualized Voice Browserに到達可能である必要があります。

新しくサポートされる Virtualized Voice Browserダッシュボードは、次のとおりです。

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。

CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または
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不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。
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Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。

Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。
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ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。

Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態
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• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。

VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。
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パフォーマンスダッシュボード

[パフォーマンス（Performance）]ページには、パフォーマンスカウンタに基づいたシステム
定義のダッシュボードが表示されます。

• Unified Communications Managerでクラスタ名とホスト名の両方が同じである場合に、選択
したクラスタのパフォーマンスダッシュボードを表示するには、クラスタ名前を変更し、

Cisco Prime Collaboration Assuranceで Unified Communications Managerを再検出する必要が
あります。

•パフォーマンスカウンタ用のカスタムダッシュボードを作成済みの場合は、次のデバイ
スタイプのために、Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1でも同じように再設定する必
要があります。

[バージョン（Version）][デバイスタイプ（Device Type）]

[10以上（10 or higher）]Finesse

[10以上（10 or higher）]Socialminer

（注）

ダッシュボードを表示するには、[Cluster]または [Device]ドロップダウンリストから製品とク
ラスタを選択し、[Dashboard]ドロップダウンリストから必要なダッシュボードを選択します。

すべてのクラスタまたはデバイスについてのシステム定義のダッシュボードに加えて、トレン

ドダッシュボードを使用して、デバイス関連のメトリックのトレンドを表示することもできま

す。トレンドを表示される方法の詳細については、[Trend]ダッシュボードを参照してくださ
い。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.1以降の場合

Unified CMと Unity Connection

Unified CMでは、次のシステム定義のダッシュボードを使用できます。

Unity Connectionでは、[System Summary]、[CPU and Memory]、[Disk Usage]、[Process]、[Port
Monitor]というダッシュレットのみが表示されます。

（注）

システムの要約

CPU使用率、仮想メモリ使用率、共通パーティションの使用率、重要なサービスステータス
に関する情報を表示します。システム管理者は、[システムの概要（System Summary）]ダッ
シュレットをモニタして、システムの応答の遅延を分析することができます。
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CPU Usage

過去 3分間のリアルタイムの CPU使用率と最大値が表示されます。

制限：他のレポートを使用してプロセスごとにシステムを監視し、どのプロセスが CPU
の問題を引き起こしているのかを判断する必要があります。

Virtual Memory Usage

過去 3分間のリアルタイム仮想メモリの使用状況および最大値が表示されます。

Common Partition Usage

過去3分間のリアルタイムの共通パーティションの使用率および最大値が表示されます。

Services

サービスの名前、ステータス（サービスが起動しているか、ダウンしているか、管理者に

よってアクティブ化されたか、停止されたか、開始しているか、停止しているか、または

不明な状態か）、およびサーバ、または（該当する場合は）クラスタ内の特定のサーバの

サービスが特定の状態にある間に経過した時間を表示します。

サービスステータスが [Unknown State]と表示された場合は、システムサービスの状態を
特定できません。

Note

Communications Manager の概要

登録済みの電話機、進行中のコール、およびアクティブなゲートウェイポートとチャネルを表

示します。

Registered Phones

登録済みの電話機の総数、および直前に登録された電話機数の差分を表示します。負の値

は電話機が登録解除されたことを示し、正の値は新しい電話機が登録されたことを示しま

す。

Calls in Progress

進行中のコールの総数と、直前の進行中の差分コール数を表示します。負の値は、コール

が完了した、またはドロップされたことを示し、正の値は新しいコールが確立されたこと

を示します。

Active MGCP Ports and Channels

アクティブなMGCPポートとチャネルの総数と、過去数分のアクティブなMGCPポート
とチャネルの差分を表示します。負の値はアクティブなMGCPポートとチャネルが減少
したことを示し、正の値はアクティブなMGCPポートとチャネルが増加したことを示し
ます。
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Call Activity

Call Activity

Cisco Unified Communications Managerの、完了したコール、試行されたコール、進行中の
コール、論理パーティション合計エラー数などのコールアクティビティを表示します。該

当する場合、これはクラスタ内のすべてのサーバが含まれます。

Calls Completed

Cisco Unified Communications Managerを使用して、実際に接続された（音声パスまたはビ
デオストリームが確立された）コールの数を表示します。この数は、コールが終了したと

きに増加します。

Calls Attempted

試行されたコールの合計数を表示します。試行されたコールは、どの番号がダイヤルされ

たか、または宛先に接続されたかに関係なく、電話機がオフフックになるとき、およびオ

ンフックに戻るときに必ず発生します。機能操作（たとえば、転送や会議）中のコールの

試行も、試行されたコールと見なされます。

Calls in Progress

進行中のコールと過去1分間に進行中だった差分コールの総数を表示します。負の値は、
コールが完了またはドロップされたことを示し、正の値は新しいコールが確立されたこと

を示します。

Logical Partition Failures

論理パーティションエラーの総数を表示します。また、過去1分間の論理パーティション
エラーの差分を表示します。

ゲートウェイアクティビティ

アクティブポート、サービス中のポート、完了したコールを含むCisco Unified Communications
Managerのゲートウェイアクティビティを表示します。ゲートウェイのアクティビティには、
該当する場合は、クラスタのすべてのノードが含まれます。

MGCP FXS

• Ports in Service：システムで現在使用可能な FXSポートの数を表示します。

• Ports Active：この Unified CMで現在使用中の（アクティブな）FXSポートの数を表
示します。

• Calls Completed：MGCP FXSデバイス上のすべての FXSポートインスタンスから発
信され成功したコールの総数を表示します。

MGCP FXO

• Ports in Service：システムで現在使用可能な FXOポートの数を表示します。

• Ports Active：この Unified CMで現在使用中の（アクティブな）FXOポートの数を表
示します。
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• Calls Completed：MGCP FXOデバイス上のすべての FXOポートインスタンスから発
信され、成功したコールの総数を表示します。

MGCP T1

• Spans in Service：現在使用可能な T1 CASスパンの数を表示します。

• Channel Active：この Unified CM上でアクティブコールにある T1 CAS音声チャネル
が表示されます。

• Calls Completed：MGCP T1 CASデバイスのすべてのインスタンスから発信され、成
功したコールの総数を表示します。

MGCP PRI

• Spans In Service：現在使用可能な PRIスパンの数を表示します。

• Channel Active：この Unified CMのアクティブコールにある PRI音声チャネルの数を
表します。

• Calls Completed：MGCP PRIデバイスのすべてのインスタンスからの発信され、成功
したコールの総数を表示します。

進行中のコールおよび完了したコールを含む Cisco Unified Communications Manager上のトラン
クアクティビティを表示します。このカウンタには、該当する場合は、クラスタ内のすべての

ノードが含まれます。

H323

Calls In Progress：Cisco H323デバイスのすべてのインスタンスで現在進行中のコールの総
数を表示します。

Calls Completed：Cisco H323デバイスのすべてのインスタンスから発信され、成功したコー
ルの総数を表示します。

SIP Trunk

Calls In Progress：アクティブなすべてのコールを含め、SIPデバイスのすべてのインスタ
ンスで現在進行中のコールの総数を表示します。進行中のすべてのコールが接続される

と、進行中のコールの数とアクティブなコールの数は同じになります。

Calls In Progress：SIPデバイスのすべてのインスタンスから実際に接続された（音声パス
が確立された）コールの総数を表示します。この数は、コールが終了すると増分します。

SDLキュー

キューに格納されている信号の数や処理済みの信号の数などの SDLキュー情報が表示されま
す。

Signals in SDL Queue

[High]：Unified CMキューの高優先順位信号の数を表します。高優先順位信号には、主
に、タイムアウトイベント、内部 Unified Communications Managerキープアライブ、特定
のゲートキーパーイベント、内部プロセスの作成などのイベントが含まれています。多数
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の高優先順位イベントは、Unified CMのパフォーマンスを低下させ、コール接続の遅延や
ダイヤルトーン消失の原因となります。このカウンタをQueue Signals Processed Highカウ
ンタと併用して、Unified CM上の処理の遅延を判別します。

[Normal]：Unified CMキューの通常優先順位信号の数を表します。通常優先順位信号に
は、主に、コール処理機能、キー操作、オンフックとオフフックの通知などのイベントが

含まれています。多数の通常優先順位のイベントは、Unified CMのパフォーマンスを低下
させ、ダイヤルトーンの遅延、コール接続の遅延、またはダイヤルトーンの消失の原因

となる場合があります。このカウンタを Queue Signals Processed Normalカウンタと併用し
て、Unified CM上のコール処理の遅延を判別します。通常優先順位信号が処理を開始する
前に、高優先順位信号を完了する必要があることに注意してください。したがって、高優

先順位カウンタを確認し、遅延の可能性について正確な状況を把握する必要があります。

[Low]：UnifiedCMキューの低優先順位信号の数を表します。低優先順位信号には、主に、
端末デバイスの登録（初期端末登録要求メッセージは除く）などのイベントが含まれてい

ます。このキュー内の多数の信号は、デバイス登録遅延の原因となります。

[Lowest]：UnifiedCMキューの最低優先順位信号の数を表します。最低優先順位信号には、
デバイス登録中の初期端末登録要求メッセージが含まれています。このキュー内の多数の

信号は、デバイス登録遅延の原因となります。

Processed SDL Signals

[High]：1秒間隔で Unified CMにより処理される高優先順位信号の数を表します。このカ
ウンタを Queue Signals Present Highカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別
します。

[Normal]：1秒間隔で Unified CMにより処理される通常優先順位信号の数を表します。こ
のカウンタを Queue Signals Present Normalカウンタと併用して、このキューの処理の遅延
を判別します。高優先順位信号は通常優先順位信号の前に処理されることに注意してくだ

さい。

[Low]：1秒間隔で Unified CMにより処理される低優先順位信号の数を表します。このカ
ウンタを Queue Signals Present Lowカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別
します。処理される信号の数は、この時間間隔でデバイス登録アクティビティが処理され

る量の指標となります。

[Lowest]：1秒間隔で Unified CMにより処理される最低優先順位信号の数を表します。こ
のカウンタを Queue Signals Present Lowestカウンタと併用して、このキューの処理の遅延
を判別します。処理される信号の数は、この時間間隔で Unified CM登録プロセスを開始
したデバイスの数の指標となります。

Cisco TFTP

合計 TFTP要求数、見つかった合計 TFTP要求数、および異常終了した合計 TFTP要求数を含
めて、Cisco Unified Communications ManagerノードのCisco Trivial File Transfer Protocol（TFTP）
のステータスを表示します。

TFTP Requests

該当する場合、このカウンタにはクラスタ内のすべてのノードが含まれます。このカウン

タは、TFTPサーバが処理するファイル要求（XML設定ファイル、電話機ファームウェア
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ファイル、オーディオファイルに対する要求）の総数を表します。このカウンタは、TFTP
サービス開始後の RequestsProcessed、RequestsNotFound、RequestsOverflow、
RequestsAborted、RequestsInProgressの各カウンタを合計した数になります。

CPUおよびメモリ

サーバの CPU使用率、仮想メモリ使用率、メモリ使用率、プロセッサに関する情報を表示し
ます。

CPU Usage

使用された合計 CPUおよび最後の 3分間に使用された最大 CPUを表示します。

Virtual Memory Usage

使用された合計仮想メモリおよび最後の 3分間に使用された最大仮想メモリを表示しま
す。

Memory Usage

次の情報を表示します。

• [%VMUsed]：システムのシステム仮想メモリ使用状況のパーセンテージを表します。
[% VM Used]カウンタの値は、次の 2つの式のいずれかから得られる値と等しくなり
ます。

(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes +
Shared KBytes + Used Swap KBytes ) / (Total KBytes + Total Swap
KBytes)

Used VM KBytes / Total VM KBytes

• [Total]：システムのメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Used

システムで使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単位で表します。[UsedKBytes]
カウンタの値は、次の式から得られる値と等しくなります。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes

[Used KBytes]の値は、topコマンドまたは freeコマンド出力で表示される [Linux Used]の
値とは異なります。Linuxの topコマンドまたは freeコマンドの出力に示される used値
は、Total KBytes - Free KBytesと等しく、バッファのキロバイト数とキャッシュ
されたキロバイト数の合計も含んでいます。

Free

システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単位で表します。

Shared

システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表します。

Buffers

システムのバッファの容量をキロバイト単位で表します。
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Cached

キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で表します。

Total Swap

システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で表します。

Used Swap

システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Free Swap

システムで利用可能な空きスワップ領域の容量をキロバイト単位で表します。

Processors

次の情報を表示します。

• [Prosessor]：プロセッサのインスタンス。たとえば、Quad-Core CPUには、0、1、2、
3の 4基のプロセッサを備えています。

• [% CPU]：最後の更新から経過した、アイドル時間を除くCPU時間のプロセッサの共
有。CPU時間のパーセンテージとして表現されます。

• [User]：CPUがユーザレベル（アプリケーション）での実行に要した CPU使用率を
パーセンテージで表示します。

• [Nice]：CPUが nice優先順位のユーザレベルでの実行に要した CPU使用率をパーセ
ンテージで表示します。

• [System]：CPUがシステムレベル（カーネル）での実行に要した CPU使用率をパー
センテージで表示します。

• [Idle]：CPUがアイドル状態にあり、システムに未処理のディスク I/O要求がなかった
時間のパーセンテージを表示します。

• [IRQ]：割り込みのためにデバイスに割り当てられた、または処理終了時にコンピュー
タに信号送信するための割り込み要求の実行にプロセッサが要した時間のパーセン

テージを表示します。

• [Soft IRQ]：タスク切り替えを後に遅延させ、パフォーマンスを向上させるためにソ
フトウェアの割り込み（softirq）の実行にプロセッサが要した時間のパーセンテージ
を示します。

• [IO Wait]：システムが未処理のディスク I/O要求がある間にCPUがアイドル状態だっ
た時間のパーセンテージを表示します。

ディスク使用量（Disk Usage）

ノードのディスク使用率に関する情報を表示します。これには、ダッシュレットとして[Common
Partition Usage]、[Swap Partition Usage]、[Spare Partition Usage]、[Shared Memory Partition Usage]、
[Active Partition Usage]、[Boot Partition Usage]があります。

各ダッシュレットには次の情報が表示されます。
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Used

このファイルシステムで使用中のディスク領域のパーセンテージを表します。

Max Past 3 min

過去 3分間のこのファイルシステムで使用中のディスク領域をパーセンテージで表しま
す。

Used Space

このファイルシステムで使用中のディスク領域の容量をメガバイト単位で表します。

Total Space

このファイルシステムにあるディスク領域全体の容量をメガバイト単位で表します。この

カウンタの数値は、システムで確認できるディスク領域のほかの合計サイズ値とは異なる

場合があります。これは、[Total Mbytes]カウンタの値が [Used Mbytes]パフォーマンスカ
ウンタと CLI（ステータスを表示）出力で示される [Free]の値の合計であるためです。
[Total Mbytes]の値は、予約済みのファイルシステムのディスクブロックの最小空き容量
のパーセンテージを含んでいる [Total]に対するこの CLI出力未満になります。ファイル
システムが高効率で動作するための十分なディスク領域容量が確保されるよう、最小空き

容量を維持します。

CTI Manager

CTI Managerとインターフェイスするデバイスおよびアプリケーションに関する情報を表示し
ます。次の情報が表示されます。

Open Devices

CTI Managerに接続されたすべてのアプリケーションによって開かれたデバイスの数。

Open Lines

CTI Managerに接続されたすべてのアプリケーションによって開かれた回線の数。

CTI Connection

CTI Managerに接続されたアプリケーションの数。

CM Links

CTI Managerへのアクティブな Unified Communication Managerリンク。

ハートビート

Cisco Unified Communications Managerと Cisco TFTPサービスの表示ハートビート情報を表示し
ます。

CMs Heartbeat

[Current Value]は、Unified CMのハートビートを表します。これは、Unified CMが実行し
ていることを示す増分カウントです。カウンタが増加していない場合は、Unified CMがダ
ウンしています。1分を超えるとデルタが表示されます。値 0は Unified Communications
Managerダウンしていることを示します。
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TFTPs Heartbeat

現在の値は TFTPサーバのハートビートを表します。これは、TFTPサーバが動作してい
ることを示す増分カウントです。カウンタが増加していない場合は、TFTPサーバがダウ
ンしています。1分を超えるとデルタが表示されます。値 0は、TFTPサーバがダウンし
ていることを示します。

SIPアクティビティ

Cisco Unified Communications Manager上の概要要求、概要応答、着信失敗応答の概要、発信失
敗応答の概要、発信再試行要求、発信再試行応答などのSIPアクティビティを表示します。該
当する場合、SIPアクティビティにはクラスタ内のすべてのノードが含まれます。

Summary Requests

再転送数 +デバイスが送信（発信およびリレー）した SIP要求メッセージの総数などを含
め、SIPデバイスが受信したSIP要求メッセージの総数の要約が表示されます。特定のメッ
セージが複数回送信された場合（たとえば、再転送または結果のフォーク）、各転送は

別々にカウントされます。

Summary Responses

再転送 + SIPデバイスが送信（発信およびリレー）した SIP応答メッセージの総数（再転
送を含む）などを含め、SIPデバイスが受信した SIP応答メッセージの総数の要約が表示
されます。

Summary Failure Responses In

SIPデバイスが受信した、4xxクラスのSIP応答の総数（転送数を含む）が表示されます。
このクラスの応答は、クライアント機能を提供する SIPデバイスによる要求失敗 + SIPデ
バイスが受信した 5xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの
応答は、クライアント機能を提供する SIPデバイスが受信した失敗応答 + SIPデバイスが
受信した 6xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答は、
クライアント機能を提供する SIPデバイスが受信した失敗応答を示します。応答は一般
に、Request-URIで示された特定のインスタンスだけでなく、ノードが特定の着信側に関
して明確な情報を持つことを示します。

Summary Failure Responses Out

SIPデバイスが送信した、4xxクラスのSIP応答の総数（転送数を含む）が表示されます。
このクラスの応答は、ノード機能を提供する SIPデバイスによる要求失敗 + SIPデバイス
が送信した 5xxクラスの SIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答
は、ノード機能を提供するSIPデバイスが送信した失敗応答+ SIPデバイスが送信した6xx
クラスのSIP応答の総数（転送を含む）を示します。このクラスの応答は、ノード機能を
提供する SIPデバイスが送信した失敗応答を示します。応答は一般に、Request-URIで示
された特定のインスタンスだけでなく、ノードが特定の着信側に関して明確な情報を持つ

ことを示します。

Retry Requests Out

SIPデバイスが送信した要求再試行の合計回数を表示します。
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Retry Responses Out

SIPデバイスが送信した最終応答再試行の総回数 + SIPデバイスが送信した最終以外の応
答再試行の総回数の要約を表示します。

プロセス

ノードで実行されているプロセスに関する情報を表示します。

Process

プロセスの名前

PID

タスクの一意のプロセス ID。定期的にラッピングされますが、0で再開されることはあり
ません。

& CPU

最後の更新以降に経過した CPU時間のタスクの共有で、CPU総時間のパーセンテージで
表されます。

Status

タスクのプロセスステータス：

• 0：実行中です。

• 1：スリープ状態

• 2：無停電ディスクのスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：トレースまたは停止（信号）

• 5：ページング

• 6：不明

Shared Memory

タスクが使用している共有メモリのキロバイト（KB）単位の量です。他のプロセスが同
じメモリを共有することも可能です。

Nice

タスクのNice値。負のNice値はプロセスの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプ
ロセスの優先順位が低いことを表します。Nice値が0の場合、タスクを実行するかどうか
判断するときに優先順位を調整しないでください。

VmRSS

コード、データ、およびスタックなどを含む、現在物理メモリ内にある仮想メモリ（Vm）
の常駐セットサイズ（RSS）（KB単位）。
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VmSize

タスクが使用している仮想メモリ総量（KB単位）。これには、すべてのコード、データ、
共有ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想イメージ =ス
ワップサイズ +常駐サイズ）。

VmData

タスクのヒープの仮想メモリ使用状況（KB単位）。

Thread Count

現在タスクでグループ化されているスレッドの数。負の値 -1は、システムのすべてのプ
ロセスおよびスレッドがデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタと、Processオブジェクトの
Thread Countカウンタを含む）がオフになったため、このカウンタが現在利用できないこ
とを示します。

Datastack Size

タスクメモリステータスのスタックサイズ。

Page Fault Count

タスクで発生し、データをメモリにロードすることが必要になったメジャーページフォー

ルトの数を表します。

データベースの概要

サーバの接続情報を提供します。データベースのキューに格納されている変更通知要求、メモ

リのキューに格納されている変更通知要求、アクティブなクライアント接続の総数、デバイス

リセットのためにキューに格納されているデバイス数、作成された複製の数、複製のステータ

スなどの情報です。

Change Notification Requests Queued in DB

DBCNQueueテーブルのレコード数を表示します。

Change Notification Requests Queued in Memory

メモリのキューに格納される変更通知要求の数を表示します。

Total Number of Connection Clients

メモリのキューに格納される変更通知要求の数を表示します。

Replicates Created

Informixによって DBテーブル用に作成された複製の数を表示します。すべてのテーブル
に、少なくとも1個の複製が含まれます。このカウンタは、複製のセットアップ中の情報
を表示します。

Replication Status

複製の状態を表示します。

• 0 = ReplTaskスレッド初期化中

• 1 =このノードから開始された複製セットアップスクリプト

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
105

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード

データベースの概要



• 2 :複製が有効です。複製が正しく設定され、データベース内のほとんどのテーブル
がクラスタのすべてのノードで同期されている必要があります。

Rすべてのテーブルが同期していることを確認するには、CLIコ
マンド utils dbreplication statusを実行します

Note

• 3 =クラスタ内での複製データの転送に問題があります。

カウンタに表示された値が 3である場合は、クラスタでの複製に
問題があります。この値は、複製がその特定のノードで問題であ

るという意味ではありません。CLIコマンド utils dbreplication
statusを実行し、障害がいつ、どこで発生したかを検出します。

Note

• 4 =複製セットアップが失敗した

電話機の概要

登録済み電話機の数、登録済み SIP電話機の数、登録済み SCCP電話機の数、一部登録済み電
話機の数、および登録試行の失敗回数など、Cisco Unified Communications Managerのノードに
関する情報を表示します。該当する場合、これにはクラスタ内のすべてのノードが含まれま

す。

Registered Devices

SIP電話機の数、SCCP電話機の数、および Unified CMに登録されている電話機の総数を
表示します。[Past 1 Minute]列には、過去 1分間に登録または登録解除された電話機の差
分を表示します。

Registration Issues

Unified CMのすべての電話機の登録に関する問題を表示します。[Failed Attempts]タブに
は電話機の登録に失敗した試行回数が表示され、[Partial Registration]タブには電話機が部
分的に登録された数が表示されます。[Past 1 Minute]列には、過去 1分間の差分値が表示
されます。

デバイスの概要

登録済み電話機デバイス、登録済みゲートウェイデバイス、登録済みメディアリソースデバ

イスなど、Unified CMノードに関する情報を表示します。[Device Summary]には、該当する場
合は、クラスタ内のすべてのノードが含まれます。

Registered Phones

Unified CMクラスタに登録された電話機の総数が表示されます。[Past 1 Minute]には、過
去 1分間に登録された電話機の総数の差分が表示されます。
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Registered Gateways

Unified CMクラスタに登録されたゲートウェイ（FXS、FXO、T1CASおよび PRI）の総数
が示されます。[Past 1 Minute]には、過去 １分間で登録されたゲートウェイの総数の差分
が表示されます。

Registered Media Resources

Unified CMクラスタに登録されたメディアリソース（MOH、MTP、XCODEおよびCFB）
の総数が表示されます。[Past 1 Minute]には、過去 1分間で登録されたメディアリソース
の総数の差分が表示されます。

Registered Other Station Devices

Unified CMクラスタに登録されたその他の端末デバイスの総数が表示されます。[Past 1
Minute]には、過去 1分間のその他の端末デバイスの総計の差分が表示されます。

Registered Services

電話機、ゲートウェイ、メディアリソース、その他の端末デバイスなど、デバイスのさま

ざまなすべてのタイプの詳細が表示されます。各タイプの詳細が別々に表示されます。

IM and Presenceの概要

PEアクティブ JSM会議

アクティブな JSM会議のパフォーマンスカウンタの数には、Cisco Presence EngineとCisco
XCP Router間でのクライアントエミュレーション会議の数が含まれます。このカウンタ
の値は、ボックスのライセンス済みユーザ数と常に同じになる必要があります。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Active Calendar Subscriptions

[Number of Active Calendar Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、ボックスで現在ア
クティブなカレンダサブスクリプションの数が含まれます。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Incoming SIP Subscriptions

[Number of Active Inbound SIP Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、IM and Presence
Serviceノードの Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスによって維持されて
いる、アクティブな受信SIPサブスクリプションの現在の数が含まれます。IM and Presence
Serviceノードが SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーション
に設定されている場合に、このカウンタを監視します。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Outgoing SIP Subscriptions

[Number of Active Outbound SIP Subscriptions]パフォーマンスカウンタには、IM and Presence
Serviceノードで Cisco XCP SIP Federation Connection Managerサービスによって維持されて
いる、アクティブな発信SIPサブスクリプションの現在の数が含まれます。IM and Presence
Serviceノードが SIPドメイン間フェデレーションまたは SIPドメイン内フェデレーション
に設定されている場合に、このカウンタを監視します。
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SubscriptionsOutと SubscriptionsInを組み合わせた合計カウントは、どの IM and Presence
Serviceノードでも 260,000を超えないようにする必要があります。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Total Ad Hoc Chat Rooms

[Total Ad Hoc Group Chat Rooms]パフォーマンスカウンタには、ノードで現在ホストされ
ているアドホックチャットルームの総数が含まれます。

アドホックチャットルームは、すべてのユーザがルームを離れると自動的に破棄されま

す。そのため、このカウンタの値は定期的に増減します。

Note

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Total Persistent Chat Rooms

[Total Persistent Chat Rooms]パフォーマンスカウンタには、ノードでホストされた常設
チャットルームの総数が含まれます。ルーム所有者が明示的に常設チャットルームを破

棄する必要があります。このカウンタは、常設チャットルームの総数が非常に多いかどう

かを識別する場合や、いくつかの常設チャットルームが定期的には使用されなくなってい

るかどうかを識別するために監視できます。

[Past 1 Minute]には過去 60秒のカウンタ値の差分を表示します。

Cisco Jabberの概要

Jabber Login Failures

Cisco Simple Object Access Protocol（SOAP）インターフェイスによって受信され、失敗し
たログイン要求の数を表します。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差
分が表示されます。

Current Connected Jabber or XMPP Clients

個々の IM and Presence Serviceサーバの Cisco XCP Connection Managerに接続されている
XMPPクライアントの現在の数が含まれます。この数は、展開の使用パターンに基づいて
増減します。この数値が予想されるユーザベースよりも高い場合、詳細な調査が必要にな

ることがあります。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差分が表示され
ます。

IM Packets Since Last Restart

すべてのユーザ上で IM and Presence Serviceノードによって処理された IMパケットの合計
数を表示します。1分後に、カウンタには最後の60秒間のカウンタ値の差分が表示されま
す。

IM Packets in Last 60 Seconds

すべてのユーザ上で最後の 60秒間に IM and Presence Serviceノードによって処理された
IMパケットの合計数。このカウンタは、60秒ごとにゼロにリセットされます。
TotalMessagePacketsと同じ IMパケットをカウントするためのルールが適用されます。組
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織内のビジー IM時間を識別できるようにこのカウンタを監視します。1分後に、カウン
タには最後の 60秒間のカウンタ値の差分が表示されます。

学習パターン

Learned Patternレポートおよび Service Advertisement Framework（SAF）フォワーダレポート
は、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。コール制御ディスカバリ機能を設定する

と、Cisco Unified Communications Managerは、SAFネットワークを使用するほかのリモート
コール制御エンティティにそれ自体とホスト対象のDNパターンをアドバタイズします。同様
に、これらのリモート呼制御エンティティは、Unified CMが番号分析で学習、挿入可能なホス
ト対象の DNパターンをアドバタイズします。

Descriptionカラム

リモート呼制御エンティティから学習されたパターンの名前が表

示されます。

パターン

ローカルの Unified CMが学習パターンとしてパターンをマーク
した日時が表示されます。

TimeStamp

学習パターンが到達可能または到達不能かどうかを示します。Status

学習パターンへの発信コールに使用した SAF対応トランクのプ
ロトコルが表示されます。リモートコール制御エンティティに

SAF対応トランクに設定されているQSIGトンネリングがある場
合は、データに、QSIGトンネリングが使用されたことが示され
ます。たとえば、この列には、H.323とともにEMCA表示されま
す。

Protocol

学習パターンをアドバタイズしたリモートコール制御エンティ

ティの名前が表示されます。

AgentID

学習パターンをアドバタイズしたコール制御エンティティの IP
アドレスが表示されます。また、コール制御エンティティがコー

ルの待機に使用するポート番号を表示します。

IP Address

学習パターンのPSTNフェールオーバー設定を表示します。ToDID

ローカルの Unified CMノードの IDを表示します。CUCMNodeId

ポートモニタ

ポートモニタでは、各 Cisco Unity Connectionボイスメッセージングポートのアクティビティ
をリアルタイムにモニタすることができます。この情報は、システムのポート数が多すぎるか

または不十分かを判断するために役立ちます。

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
109

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード

学習パターン



ポートモニタは、次の表に説明するような各ポートの情報を表示します。

説明フィールド

Cisco Unity Connection Administrationポートの表示名で
す。

ポート名（Port Name）

着信コールの場合、発信者の電話番号です。発信者

着信コールの場合、電話がかかっている電話番号です。Called

該当する場合は、コールがリダイレクトされた理由で

す。

理由

コールがリダイレクトされた内線番号です。コールが

複数の内線番号にリダイレクトされている場合、この

フィールドには最後の内線番号の 1つ前の内線番号が
表示されます。

Redir

コールがリダイレクトされた最後の内線番号です。最後のリダイレクト

Cisco Unity Connectionが発信者にしているカンバセー
ションの名前です。ポートでコールの処理が行われて

いない場合、ステータスは [アイドル（Idle）]と表示さ
れます。

アプリケーションのステータス

カンバセーションが現在実行中のアクションです。ポー

トでコールの処理が行われていない場合、ステータス

は [アイドル（Idle）]と表示されます。

画面のステータス

カンバセーションが実行中のアクションに関する特定

の詳細です。ポートでコールの処理が行われていない

場合、ステータスは [アイドル（Idle）]と表示されま
す。

カンバセーションのステータス

ポートの内線番号です。ポートの内線番号

Cisco Unified Communications Manager SCCP統合に対し
ては、ポートが登録されている Cisco Unified
Communications Managerノードの IPアドレスおよびポー
ト。

接続先

履歴トレンドの表示

履歴トレンド分析は、デフォルトで [System Summary]ダッシュボードの下位のダッシュレット
（[CPU Usage]、[Virtual Memory Usage]、および [Common Partition Usage]）に対して有効になっ
ています。トレンドビューグラフを表示するには、ダッシュレットの右下の [Zoom]をクリッ
クします。
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前提条件

すべてのデバイスが Cisco Prime Collaboration Assuranceで管理対象状態になっている必要があ
ります。クラスタの場合は、すべてのノードが管理対象状態になっている必要があります。

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、およびCisco Unified
Contact Center Express）の場合は、システム定義のダッシュボードと一緒に、デバイス関連の
メトリックのトレンドも表示できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

音声デバイス（Cisco Unified CM、Cisco Packaged Contact Center Enterprise、Cisco Unified Presence、
Cisco Unity Connection、Cisco Media Sense、Cisco Finesse、Cisco Unified IC、Cisco Unified Contact
Center Express、およびCisco Virtualized Voice Browser）の場合は、システム定義のダッシュボー
ドと一緒に、デバイス関連のメトリックのトレンドも表示できます。

•デバイス関連のメトリックは、選択するデバイスタイプによって異なります。

•履歴トレンド分析は、Cisco Unified CCE、Cisco Voice Portal、MCU/TPS、Cisco Unified
Border Element、シスコ音声ゲートウェイ、Cisco Unified Communications Manager Express、
ISDNゲートウェイなどの非音声デバイスではサポートされていません。

（注）

[Trend]ダッシュボード

メトリックのトレンドを表示するには、[Dashboard]ドロップダウンリストから [Trend]を選択
し、[Metrics Selection]ダイアログボックスからトレンドを有効にするメトリックを選択して
[Add]をクリックします。任意の数のメトリックを選択できますが、デバイスタイプごとに最
大 6個までのメトリックを選択することをお勧めします。

また、次の操作を実行できます。

•データを、チャートまたは表形式のいずれかで表示する。

• [Merge]オプションをクリックして、2つ以上のパフォーマンスメトリックについてトレ
ンドを比較する。

• [Zoom]をクリックして、トレンドグラフを詳細ビューで表示する。このオプションは、
履歴、1時間ごとの平均、最大、および最小のデータを表示する場合に便利です。詳細
ビューに表示されるズームセレクタグラフを使用して、選択した期間のトレンドを表示

するためのグラフの時間枠（x軸）のポインタを調整することができます。

•ユーザインターフェイスの右上にある [Add Graph]（+）ボタンを使用してトレンドを追加
する。

•チャートタイプを変更する。

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード
111

Cisco Prime Collaboration Assuranceダッシュボード

履歴トレンドの表示



カスタムパフォーマンスダッシュボードの作成

Cisco Prime Collaborationリリース 11.5以降の場合

ホームページに、カスタマイズされたダッシュボードを追加できます。[ネットワーク正常性
の概要（Network Health Overview）] > [パフォーマンス（Performance）]にグラフィカルビュー
（最大 6カウンタ）または表形式のビュー（最大 50カウンタ）のいずれかで追加することが
できます。デフォルトでは、グラフィカルビューが有効になっています。カウンタの最小、最

大、および平均の値も表示されます。

カスタムダッシュボードのすべてのメタデータはデータベースに格納されます。ただし、カウ

ンタの値はデバイスからライブで取得され、キャッシュメモリに保存されます。パフォーマン

スダッシュボードが 30分以上開いていない場合は、ポーリングが停止し、次にカスタムダッ
シュボードが起動されるときにキャッシュメモリがクリアされます。カスタムダッシュボード

カウンタの履歴傾向が有効になっている場合、ポーリングされたデータは、データベースに 7
日間保存されます。パージポリシーの詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance
ガイド- Advanced』の「」の章を参照してください。

（注）

グラフィカルビューでは、ポーリング間隔に指定された数秒または数分ごとに、カウンタの現

在の値を表します。線上の赤い点にマウスを合わせて、カウンタの値をヒントとして表示する

こともできます。

カウンタの最小、最大、および平均の値をグラフィカルビューで表示するには、[See Average]
をクリックします。

（注）

次のことも実行できます。

•カスタムダッシュボードへイベントを追加する。

•グラフィカルビューと表形式のビューを切り替える。

カスタマイズされたダッシュボードをグラフィカルビューで作成

する場合、または編集オプションを使用して表形式のビューから

グラフィカルビューに切り替える場合は、選択するカウンタの数

が 6以下であることを確認してください。カウンタの数が 6を超
えた場合、ダッシュボードをグラフィカルビューで表示するに

は、超過したカウンタを削除しなければなりません。

（注）

カスタムダッシュボードを作成するには:

ステップ 1 [Cluster]または [Device]ドロップダウンリストから製品とクラスタを選択します。
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ステップ 2 [Dashboard]ドロップダウンリストの横にある [+]ボタンをクリックします。

ステップ 3 [カスタムダッシュボード（Custom Dashboard）]ページで、dashboardname（//dashboardname//）を入力し、
ポーリング間隔、ビュー、およびサーバを選択します。

カスタムパフォーマンスダッシュボードからカスタムグラフの履歴データを収集できます。

Cisco Prime Collaborationリリース 11.6以前の場合

異なるログインを持つ 2人のユーザが同じダッシュボード名、クラスタ、カウンタの詳細を使用
してカスタムダッシュボードを作成した場合、または異なるダッシュボード名でクラスタとカウ

ンタグループの詳細が同じカスタムダッシュボードを作成した場合、それぞれのユーザに対し

て、誤りのあるダッシュボード詳細が表示されます。

（注）

Cisco Prime Collaborationリリース 12.1以降の場合

カスタムダッシュボード名が Custom-//dashboardname//から
Custom-//dashboardname_loggedInUser//に変更され、異なるユーザがそれぞれのダッシュボード
の詳細を正しいデータで表示できるようになりましたが、ダッシュボード名、クラスタ名、およ

びカウンタグループの詳細は同じままです。

（注）

グラフィカルビューでカスタムダッシュボードの作成時に、選択したパフォーマンスカウンタの履歴傾

向を有効にすることができます。カスタムダッシュボードを表形式のビューで作成する場合、またはグラ

フィカルビューから表形式のビューへ切り替える場合は、このオプションは無効です。グラフィカルビュー

から表形式のビューに切り替えたときに、履歴傾向データが失われたことを示す警告メッセージが表示さ

れます。

• [履歴傾向（Historical Trend）]オプションを有効にするには、ポーリング間隔を 60秒以上に
する必要があります。

• 10個以上のコミュニケーションマネージャノードを含むメガクラスタがある場合、ポーリ
ング間隔は 30秒以上に設定する必要があります。

（注）

ステップ 4 [Select Performance Counters]ペインから適切なパフォーマンスカウンタを選択します。カウンタグループ
を展開してカウンタを選択します。カウンタに対応するインスタンスが、[Select Instances]ペインに表示さ
れます。

ステップ 5 インスタンスを選択して [Add]をクリックします。

[Select Performance Counters]または [Select Instances]ペインで有効な検索オプションを使用して、
カウンタグループ、カウンタ、またはインスタンスに対して大文字/小文字を区別する検索を実行
することもできます。

（注）

ステップ 6 [Create]をクリックします。

[Edit]および [Delete]ボタンを使用して、作成したカスタムダッシュボードを編集または削除できます。
新しいパフォーマンスカウンタイベントの作成については、を参照してください。カスタムダッシュボー

ドからカスタムイベントを作成する場合は、クラスタの詳細を指定する必要はありません。

[カスタムダッシュボードの編集（Edit Custom Dashboard）]または [カスタムダッシュボードの削
除（Delete Custom Dashboard）]ダイアログボックスには、ダッシュボード名のみが表示されます。

（注）
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ダッシュレットの右下にある [Zoom]リンクをクリックすると、パフォーマンスカウンタの [Trend View]
グラフが表示されます。[Trend View]グラフで使用可能な [Export]オプションを使用して、CSVまたはPDF
の形式で履歴傾向データをエクスポートすることができます。

[Merge]をクリックして、作成した 1つ以上のダッシュレットに対して [Merge View]グラフを表示するこ
ともできます。収集した傾向データは 7日間保管された後、消去されます。

[Zoom]オプションと [Merge]オプションは、カスタムダッシュボードで履歴傾向オプションが有
効になっている場合のみ使用できます。

（注）

カスタマイズされたダッシュボードの追加

ホームページに、カスタマイズされたダッシュボードを追加できます。

また、次の操作を実行できます。

•既存のダッシュレットを別のダッシュボードに追加します。

•ダッシュレットをドラッグアンドドロップして、ダッシュボードの下に移動します。

新規ダッシュボードを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ホームページの右上隅にある [設定（Settings）]「」アイコンをクリックし、[新規ダッシュボードの追加
（Add New Dashboard）]をクリックします。

ステップ 2 表示されたボックスに任意の名前を入力し、[適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 3 [Add Dashlet(s)]をクリックします。

ステップ 4 追加するダッシュレットの横にある [追加（Add）]をクリックします。
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